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第
五
四
巻
四
号

一
九
九
六
年
の
新
潟
県
巻
町
の
事
例
を
皮
切
り
に
、
当
初
は
近
隣
迷
惑
施
設
間
題
を
中

各
自
治
体
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
住
民
投
票
条
例
に
基
づ
い
て
個
別
具
体
的
な
事
業
や
政
策
に
つ
い
て
の
民
意
を
問
う
形
の
住
民
投
票

（
政
策
型
住
民
投
票
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）

心
に
年
に
数
件
程
度
の
ペ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
二

0
0
三
年
以
降
は
市
町
村
合
併
問
題
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
件
数
が

こ
う
し
た
政
策
型
住
民
投
票
は
、
そ
の
地
域
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
間
題
に
対
す
る
住
民
の
意
思
表
明
を
目
的
と
し
て
、
通

常
の
選
挙
と
は
別
途
、
臨
時
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
参
加
民
主
主
義
的
・
直
接
民
主
主
義
的
観
点
か
ら
政
策
過
程
へ
の
住
民
参
加

の
一
形
態
と
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
。
こ
う
し
た
実
施
趣
旨
や
制
度
的
機
能
を
考
え
れ
ば
、
住
民
投
票
に
対
し
て
高
い
関
心
が
期
待
で
き
、

さ
ら
に
理
念
と
し
て
、
実
施
す
る
か
ら
に
は
、
対
象
と
な
る
住
民
す
べ
て
の
投
票
参
加
・
意
思
表
明
が
望
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
文
字
通

し
か
し
、
現
実
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
極
め
て
関
心
が
高
い
場
合
も
あ
る
一
方
で
、
低
い
関
心
、
低
い
投
票
率
の
事
例
も
発
生
し
て

い
る
。
行
わ
れ
た
す
べ
て
の
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
が
、
絶
対
的
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
相
対
的
に
、
他
の
選
挙
と
比

較
し
て
も
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
は
さ
ほ
ど
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
政
策
型
住
民
投
票
に
対
す
る
住
民
の
投
票
参
加
が
乏
し

い
と
い
う
事
態
は
、
果
た
し
て
そ
の
問
題
に
関
し
て
住
民
投
票
を
行
う
意
味
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
実
施
意
義
が
問
わ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
、
投
票
結
果
は
、
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
と
は
い
え
尊
童
義
務
等
が
伴
い
、
低
い
投
票
参
加
に
お
い
て
示
さ
れ
た
結
果
に
対

し
て
は
、
そ
の
正
当
性
や
効
力
に
疑
間
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
り
、
投
票
後
の
政
治
過
程
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
住
民
の
関

り
、
住
民
の
参
加
が
あ
っ
て
こ
そ
の
住
民
投
票
で
あ
る
。

急
増
し
て
い
る
。

関
法

は
ヽ

は

じ

め

に

―
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）



が
高
ま
っ
て
い
る
。

投
票
参
加
は
変
動
す
る
は
ず
で
あ
る
。
関
心
度
の
高
低
に
は
、
そ
の
自
治
体
で
の
争
点
に
ま
つ
わ
る
歴
史
的
経
緯
や
政
治
的
状
況
も
影
響

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
テ
ー
マ
の
類
型
に
よ
る
差
異
も
十
分
に
考
え
ら
れ
、
事
例
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
、
実
際
に
そ
う
し
た
テ
ー
マ
の
類
型
に

よ
る
差
異
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
の
検
討
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
そ
の
差
異
が
あ
る
に
せ
よ
な
い
に
せ
よ
、
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
は
、

同
一
の
テ
ー
マ
類
型
に
お
い
て
、
い
っ
た
い
何
が
投
票
率
を
左
右
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
経
緯
を
観
察
し
て
み
る
と
、
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
違
い
が
そ
の
事
例
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
お
り
、

(
3
)
 

住
民
の
関
心
度
と
も
関
連
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
も
、
既
存
の
政
策
過
程
で
は
住
民
の
意
思
が

十
分
明
確
に
表
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下
に
お
い
て
住
民
自
身
が
問
題
提
起
や
異
議
申
し
立
て
と
し
て
ま
た
は
政
策
の
転
換
や
終
了
を
目

指
し
て
住
民
投
票
の
実
施
（
正
確
に
は
そ
の
た
め
の
条
例
制
定
）
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
署
名
活
動
や
投
漂
運
動
を
通
じ
て
関
心

一
方
で
、
首
長
が
単
に
意
向
確
認
的
に
行
う
場
合
や
、
首
長
や
議
会
が
難
し
い
政
策
判
断
を
い
わ
ば
責
任
回
避
的
に

住
民
投
票
に
委
ね
る
場
合
も
あ
り
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
お
お
よ
そ
関
心
は
高
く
な
い
。
住
民
の
関
心
が
低
い
状
態
の
ま
ま
に
実
施
さ

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

と
な
っ
て
い
る
問
題
の
テ
ー
マ

果
が
生
み
出
さ
れ
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

―
四
七
（
七
六
三
）

心
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
関
し
て
住
民
の
間
に
情
報
獲
得
意
欲
が
な
く
活
発
な
議
論
や
熟
慮
が
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
結
果
、
短
絡
的
ま
た
は
一
方
的
な
判
断
に
基
づ
く
結
呆
、
ま
た
は
、

参
加
で
あ
り
、
そ
の
指
標
で
あ
る
投
票
率
は
民
主
主
義
体
制
の
健
全
性
に
関
わ
る
間
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
過
程

に
お
け
る
投
票
参
加
行
為
と
し
て
の
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
の
低
調
に
は
、
重
大
な
問
題
性
が
存
す
る
と
考
え
る
。

で
は
、
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
要
因
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
住
民
投
票
の
投
票
率
の
要
因
と
し
て
ま
ず
思
い
付
く
の
は
、
対
象

（
事
業
方
針
や
政
策
課
題
）

一
部
の
人
間
の
恣
意
的
・
誘
導
的
な
結

一
般
論
と
し
て
、
投
票
参
加
は
現
代
民
主
主
義
に
お
い
て
最
も
重
要
な
政
治

の
内
容
で
あ
る
。
当
然
、
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
か
そ
う
で
な
い
か
に
よ
っ
て
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う
こ
と
に
し
た
い
。

課
題
と
す
る
。

ア
グ
リ
ゲ
ー
ト

第
五
四
巻
四
号

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
住
民
か
ら
の
直
接
請
求
で
は
な
く
、
た
い
て
い
、
住
民
か
ら
の
要
望
が
な
い
中
で
の
、
首
長
や
議
会
か

ら
の
提
案
に
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
中
に
は
、
住
民
の
直
接
請
求
の
条
例
案
が
議
会
で
否
決
さ
れ
、
住
民
団
体
の
メ
ン

バ
ー
が
首
長
選
や
議
員
選
に
出
馬
し
て
当
選
し
、
首
長
提
案
、
議
員
提
案
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
例
外
で
あ
る
。
ま
た
、
住

民
や
議
会
か
ら
の
請
求
や
提
案
が
な
い
中
で
の
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
は
、
中
立
的
な
行
政
主
導
の
形
と
な
り
、
首
長
自
身
も
明
確
な
態

度
表
明
を
し
が
た
く
、
投
票
運
動
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
直
接
請
求
、
議
員
提
案
、
首
長
提
案
と
い
う
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
の
違
い
に
よ
る
投
票
率
の
差
異

に
注
目
し
、
特
に
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
が
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
を
検
証
す
る
こ
と
を
主
た
る

具
休
的
に
は
、
政
策
型
住
民
投
票
へ
の
投
票
参
加
の
実
態
を
、
投
票
者
個
人
単
位
の
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
各
ケ
ー
ス

例
）
単
位
の
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
二

0
0
四
年
三
月
末
時
点
ま
で
の
実
施
事
例
（
自
治
体
の
条
例
に
基
づ
く
政
策

（
集
計
）

型
住
民
投
票
の
実
施
事
例
中
、
県
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
沖
縄
県
民
投
票
を
除
外
し
た
市
町
村
レ
ベ
ル
一
三
ニ
ケ
ー
ス
）
の
投
票
結
果
等
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
分
析
す
る
。
ま
ず
、
投
票
率
の
状
況
を
外
部
的
・
内
部
的
に
観
察
し
、
請

求
提
案
パ
タ
ー
ン
の
違
い
な
ど
主
要
な
要
因
に
よ
る
予
備
的
分
析
を
行
っ
て
か
ら
、
多
変
量
解
析
で
投
票
率
の
要
因
分
析
を
行
う
。
そ
し

て
、
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
上
記
の
仮
説
を
検
証
し
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
に
つ
い
て
考
察
し
、
含
意
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
は
分
析

結
果
か
ら
少
し
離
れ
、
将
来
の
政
策
型
住
民
投
票
の
制
度
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
上
で
の
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
若
干
の
議
論
や
提
案
を
行

我
が
国
に
お
け
る
住
民
投
票
制
度
を
広
義
に
捉
え
る
と
、
地
方
自
治
体
の
首
長
や
地
方
議
会
議
員
の
解
職
・
地
方
議
会
の
解
散
を
問
う
い
わ
ゆ

関
法

―
四
八
（
七
六
四
）

（
各
事



る
リ
コ
ー
ル
の
住
民
投
票
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
の
問
題
関
心
と
し
て
、
個
別
具
体
的
な
事
業
や
政
策
に
つ
い
て
の
民
意
を
問
う
た
め
の
住

民
投
票
に
焦
点
を
絞
っ
て
議
論
を
進
め
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
限
定
的
に
表
現
す
る
政
策
型
住
民
投
票
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
脇

坂
徹
「
住
民
投
票
の
背
景
・
現
状
・
課
題
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
五
三
巻
二
号
、
二

0
0
三
年
七
月
、
五
七
頁
参
照
。
な
お
、
「
『
政
策
投
票
』

と
い
う
名
前
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
理
由
は
現
実
に
行
わ
れ
た
投
票
が
『
政
策
』
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
」
、
「
『
政
策
住
民
投
票
」
と
い
う
の
は
、
多
少
誇
張
し
た
表
現
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
山
谷
清
志
「
住
民
投
票
と
自
治
体
政
策
シ
ス

テ
ム
」
新
藤
宗
幸
編
著
『
住
民
投
票
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
九
年
）
所
収
第
四
章
、
一
三
六
ー
一
三
七
頁
）
。
た
だ
、
現
在
で
は
テ
ー
マ
と
し

て
、
多
く
の
事
例
で
市
町
村
合
併
と
い
う
政
策
課
題
が
問
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
対
象
に
な
っ
て
い
る
各
事
業
も
自
治
体
全
体
の
将
来
を
大
き
く
左

右
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
政
策
型
住
民
投
票
と
呼
ん
で
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
考
え
る
。

(
2
)
選
挙
公
約
に
注
目
し
て
選
挙
過
程
を
政
策
過
程
と
し
て
捉
え
る
議
論
に
依
拠
す
れ
ば
、
政
策
型
住
民
投
票
そ
の
も
の
も
政
策
過
程
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
山
川
雄
巳
『
政
策
過
程
論
』
（
蒼
林
社
、
一
九
八

0
年
）
第
三
章
「
選
挙
過
程
と
公
約
」
、
九
―

I
-
―
九
頁
参
照
。
政
策
型
住
民
投
票

は
、
そ
の
時
々
で
政
策
形
成
・
政
策
決
定
・
政
策
変
更
・
政
策
終
了
の
各
過
程
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
選
挙
過
程
と

異
な
り
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
政
策
過
程
の
一
部
を
臨
機
応
変
的
に
担
う
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
住
民
投
票
を
政
策
学
の
観
点
か

ら
捉
え
、
政
策
コ
ン
ト
ー
ル
の
手
段
と
し
て
の
可
能
性
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
山
谷
・
前
掲
論
文
参
照
。

(
3
)
野
口
暢
子
「
二

0
0
一
年
以
降
の
住
民
投
票
」
森
田
朗
・
村
上
順
編
『
住
民
投
票
が
拓
く
自
治
ー
ー
ー
諸
外
国
の
制
度
と
日
本
の
現
状
ー
ー
ー
」

（
公
人
社
、
二

0
0
三
年
）
所
収
、
ニ
―
七
頁
、
上
田
道
明
『
自
治
を
間
う
住
民
投
票
ー
'
|
抵
抗
型
か
ら
自
治
型
の
運
動
ヘ
ー
』
（
自
治
体
研
究

社
、
二

0
0
三
年
）
、
一
―
―

1
0
-
―
三
二
、
一
九
六
ー
一
九
七
頁
な
ど
参
照
。

(
4
)
通
常
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
参
加
•
投
票
率
に
関
す
る
研
究
は
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
住
民
投
票
に
お
け
る
投
票
参
加
を
分
析
す
る
試
み
は

少
な
く
、
中
で
も
、
条
例
に
基
づ
く
実
施
事
例
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
包
括
的
な
計
量
分
析
は
管
見
の
限
り
現
時
点
で
は
存
在
し
な
い
た
め
、
そ

の
点
か
ら
も
検
討
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
住
民
投
票
に
関
す
る
計
量
的
な
分
析
と
し
て
は
、
澤
野
孝
一
朗
「
住
民
投
票
に
お
け
る
投
票
率

と
そ
の
決
定
要
因
」
『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
」
―
二
三
号
、
二

0
0
三
年
一

0
月
、
一
―
一
ー
―
二
九
頁
、
塩
沢
健
一
「
住
民
投
票
と
首
長
選
挙
ー
_
_
 

両
者
の
投
票
結
果
に
見
ら
れ
る
『
民
意
の
ね
じ
れ
』
と
は
ー
|
'
」
『
選
挙
研
究
」
一
九
号
、
二

0
0
四
年
、
一
―
一
五
ー
一
三
七
頁
。
住
民
投
票
の

投
票
参
加
に
関
す
る
事
例
分
析
や
通
常
の
選
挙
と
の
比
較
分
析
に
つ
い
て
は
、
大
杉
洋
「
な
ぜ
、
住
民
投
票
な
の
か
」
横
田
清
編
『
住
民
投
票

I

な
ぜ
、
そ
れ
が
必
要
な
の
か
」
（
公
人
社
、
一
九
九
七
年
）
所
収
第
一
章
、
五
0
ー
五
二
頁
、
今
井
一
『
住
民
投
票
l

観
客
民
主
主
義
を
超
え

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

―
四
九
（
七
六
五
）



（
市
町
村
長
選
平
均
A
と
す
る
）
、
さ
ら
に
、

一
回
分
し
か
デ
ー
タ
の
な
い
ケ
ー
ス

□
国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
の
投
票
率
と
の
比
較

問

題

状

況

第
五
四
巻
四
号

一
八
回
、

観
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
使
用
デ
ー
タ
と
し
て
は
、

一
九
回
）

の
市
町
村
別
投
票
率
、
過
去
一

0
年
間

て
|
|
』
（
岩
波
書
店
、
二

0
0
0

年
）
、
九0
ー
九
一
、
一
七
三
ー
一
七
五
頁
、
上
田
•
前
掲
書
、
四
三
ー
五

0
、
一
―
―
―
-
|
-
―
四
、
一
九
六

—
一
九
九
頁
、
塩
沢
•
前
掲
論
文
な
ど
。

こ
こ
で
は
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
自
体
の
状
況
を
検
討
す
る
前
に
、
通
常
の
各
種
選
挙
の
投
票
率
と
の
比
較
に
よ
り
、
そ
の
外

一
三
ニ
ケ
ー
ス
の
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
デ
ー
タ
に
加
え
て
、
当
該
自
治

体
に
お
け
る
各
種
選
挙
の
投
票
率
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
具
体
的
に
は
、
衆
院
選
小
選
挙
区
の
過
去
一
二
回
（
第
四
一
回
、
四
二
回
、
四
三

回
）
の
市
町
村
別
投
票
率
、
参
院
選
選
挙
区
の
過
去
三
回
（
第
一
七
回
、

（
一
九
九
四
年
i
二
0
0
四
年
現
在
）
の
知
事
選
挙
の
市
町
村
別
投
票
率
、
過
去
一

0
年
間
（
同
上
）

(
2
)
 

治
体
別
に
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
。

分
析
の
前
に
、
デ
ー
タ
の
操
作
化
に
触
れ
て
お
く
。
衆
院
選
小
選
挙
区
で
の
過
去
三
回
の
投
票
率
と
参
院
選
選
挙
区
で
の
過
去
三
回
の

投
票
率
の
デ
ー
タ
は
、
欠
損
な
く
存
在
し
、
衆
参
そ
れ
ぞ
れ
、
三
回
分
の
平
均
値
を
と
っ
た
。

と
市
町
村
長
選
投
票
率
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
知
事
選
や
市
町
村
長
選
の
無
投
票
選
挙
の
状
況
に
よ
り
、
回
数
が
均
等
で
は
な
い
も
の

の
、
二
回
分
以
上
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
平
均
値
を
と
っ
た
。
知
事
選
は
す
べ
て
二
回
分
以
上
あ
り
、
平
均
値
デ
ー
タ
と
し
て
欠
損
な
し
だ
っ

(
3
)
 

た
が
、
市
町
村
長
選
は
、
過
去
一

0
年
の
町
村
長
選
す
べ
て
が
無
投
票
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
七
自
治
体
（
八
ケ
ー
ス
）
あ
り
、
そ
れ
ら
を

除
外
す
る
と
平
均
値
デ
ー
タ
と
し
て
―
二
四
ケ
ー
ス

関
法

の
市
町
村
長
選
挙
投
票
率
を
各
自

一
方
、
過
去
一

0
年
間
の
知
事
選
投
票
率

一五
0

(
七
六
六
）



図1 各投票率間の散布図行列
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一
五
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を
大
き
く
左
右
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

政
策
型
住
民
投
票
で
問
わ
れ
る
内
容
が
主
に
そ
の
自
治
体
の
将
来

"
"
 1
3
2
 

p
=
O
.
 00
0
)
 

四

(
N
1
1
1
3
2
 

p11 0
.
0
 0
 0
)

、
勾
心
事
選
平
J
均
と
が

0
・
五
四
八

(
5
)
 

で
あ
っ
た
。

(N 

0
•
六
一
六

0
 .
0
0
0
 

(
小
数
第
四
位
を
四
捨
五
入
）
以
後
同
様
）
、
市
町
村
長
選
平

係
数
が
0
•
六
四
七
（
分
析
ケ
ー
ス
数
Z
=
1
2
4
,
 

有
意
確
率
p
1
1

五
以
上
の
高
い
正
の
相
関
係
数
（
す
べ
て
一
％
水
準
で
有
意
）
が
出

平
均
、
市
町
村
長
選
平
均
A
.
B
す
べ
て
と
の
間
に
お
い
て
、

O・ 

も
除
外
す
る
と
、
平
均
値
デ
ー
タ
と
し
て
八
一
ケ
ー
ス

の
ど
う
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
選
挙
の
投
票
率
と
相
関
関
係
が
あ
る
の
か

た
と
こ
ろ

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
各
選
挙
の
投
票
率
と
の
相
関
分
析
を
行
っ

(
4
)
 

（図
1
参
照
）
、
衆
院
選
平
均
、
参
院
選
平
均
、
知
事
選

力
さ
れ
た
。
高
い
順
に
並
べ
れ
ば
、
市
町
村
長
選
平
均
A
と
の
相
関

均
B
と
が

O・
六
三
七
(
N
1
18
1
,
 

(
N
1
1
 13
2
,
 

p11 0
 .
0
0
0
)

、
毎
ハ
院
選
平
均
と
が

p11 0
.
0
0
0
)

、
会
多
院
選
平
均
と
が

O・
六
〇

そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
が
当
該
自
治
体

選
平
均
B
と
す
る
）

で
あ
る
。

（
市
町
村
長



(
N
1
1
 13
2
.
 
t
 11 1
.
8
7
4
.
 

p
 11 0
.
0
6
3
)

。

ン
ト
高
か
っ
た

第
五
四
巻
四
号

そ
の
投
票
率
の
傾
向
は
、
よ
り
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
選
挙
、

つ
ま
り
よ
り
身
近
な
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
傾
向
に
近
似
す
る
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
市
町
村
長
選
と
住
民
投
票
は
同
じ
―
市
町
村
の
枠
内
で
の
投
票
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
市
町
村
長
選
の

投
票
率
と
最
も
高
い
正
の
相
関
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
典
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
、
よ
り
問
題
関
心
に
立
ち
戻
っ
て
、
政
策
型
住
民
投
票
が
通
常
の
選
挙
よ
り
も
高
い
投
票
参
加
と
な
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

す
な
わ
ち
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
は
通
常
の
選
挙
の
投
票
率
よ
り
も
高
い
の
だ
ろ
う
か
、

し
よ
う
。
対
応
二
標
本
の

t
検
定
を
行
っ
た
結
果
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
は
、
市
町
村
長
選
平
均
A
よ
り
約
七
・
五
ポ
イ
ン
ト
低

く

(
N
1
1
1
2
4
,
 

0
.
0
0
0
)

、

t11
ー

6
.
6
3
7
,

一
方
、
参
院
選
平
均
よ
り
約
八
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
高
く

(
N
1
1
1
3
2
,
 
t
 11 8
.
7
9
4
,
 

関
法

p
1
1
 0
.
 0
0
0
)

、
市
町
村
長
選
平
均

B
よ
り
約
七
・
ニ
ポ
イ
ン
ト
低
く

(
N
=
_
S
l
,
t
 
1
1
|
 5.
2
1
4
,
 

p
 11 

p
1
1
 0
.
0
0
0
)

、
勾
生
畢
選
平
均
よ
り
約
八
・
一
ポ
イ

(
N
1
1
 1
3
2
,
 
t
 11 7
 .
0
3
7
,
 

と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に

p
1
1
 0
.
0
 0
 0
)

。
毎
ハ
応
加
浬
』
立
ー
柘
～
と
の
間
に
は
、
五
％
水
準
で
も
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

こ
れ
ら
の
差
は
、
政
策
型
住
民
投
票
に
対
す
る
相
対
的
な
参
加
度
ま
た
は
関
心
度
の
位
置
づ
け
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
高
い
順
に
、

市
町
村
長
選
、
住
民
投
票
、
衆
院
選
、
知
事
選
、
参
院
選
と
い
う
順
序
で
あ
る

な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
特
に
、
同
じ
市
町
村
単
位
で
、

（
図
2
参
照
）
。
住
民
投
票
と
は
い
え
、
現
実
的
に
は
、

他
の
選
挙
と
比
べ
て
と
り
わ
け
投
票
率
が
高
い
わ
け
で
は
な
く
、
各
種
の
投
票
参
加
行
為
の
中
で
相
対
的
に
中
程
度
の
参
加
•
関
心
し
か(

6
)
 

か
つ
、
最
も
相
関
の
高
か
っ
た
市
町
村
長
選
の
平
均
投
票
率
と
の
落
差

の
意
味
は
検
討
の
価
値
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
代
表
者
で
あ
る
首
長
を
選
ぶ
選
挙
よ
り
も
直
接
政
策
を
選
ぶ
住
民
投
票
の
方
が

投
票
参
加
が
低
い
の
か
ま
た
は
関
心
が
低
い
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

一
般
的
な
議
論
と
し
て
、
間
接
民
主
主
義
的
制
度
と
直
接
民
主
主
義
的
制
度
と
の
対
比
に
お
い
て
、
相
互
補
完
ま
た
は
後
者
重
視
の
立

一
五

（
七
六
八
）



図2 各投票率の箱ひげ図
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現
状
で
は
た
い
て
い
初
め
て
の
経
験
と
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
自
治

が
な
く
、
多
く
の
場
合
戸
別
訪
問
が
可
能
で
あ
る
な
ど
、
運
動
の
自

我
が
国
の
具
体
的
な
事
情
を
考
え
て
み
た
場
合
、
政
策
型
住
民
投

ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
で
前
者
が
後
者
よ
り
低
か
っ
た
こ
と
を
明

(
7
)
 

ら
か
に
し
て
い
る
。

較
し
、

二
ヶ
国
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
議
員
選
の
平
均
投
票
率
を
比

仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、

場
合
、
人
々
は
前
者
の
制
度
に
比
べ
後
者
の
制
度
に
対
し
て
よ
り
高

い
関
心
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
と
前
提
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際

に
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
せ
る
結
果
が
、
欧
米
の
先
行
研
究
で
実

証
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
バ
ト
ラ
ー
と
ラ
ニ
ー
は
、

ム
の
主
唱
者
が
主
張
す
る
「
人
々
は
、
公
職
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
に

制
限
さ
れ
て
い
る
と
き
よ
り
も
、
直
接
、
政
策
争
点
に
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
の
方
が
、
よ
り
投
票
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
い
う

一
九
四
五
—
一
九
九
三
年
の
間
の
一

票
は
、
条
例
に
基
づ
い
て
執
行
さ
れ
る
た
め
、
公
職
選
挙
法
の
制
限

由
度
が
高
い
。
ま
た
、
定
期
的
な
選
挙
と
違
い
、
臨
時
的
に
し
か
も

一
五
三

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ

場
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
意
義
を
強
調
す
る



に）

第
五
四
巻
四
号

（
七
七
O
)

体
の
広
報
活
動
と
し
て
の
扱
い
も
通
常
の
選
挙
よ
り
恐
ら
く
手
厚
く
、
政
治
的
話
題
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
率
に
落
差
が
見
ら
れ
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
選
挙
で
無
風
選
挙
が
存
在
す

る
の
と
同
様
に
、
個
別
の
ケ
ー
ス
と
し
て
住
民
投
票
で
も
単
な
る
意
向
確
認
・
ア
ン
ケ
ー
ト
的
な
も
の
な
ど
無
風
で
関
心
が
低
い
場
合
も

あ
る
わ
け
だ
が
、
全
般
的
に
、
人
（
自
治
体
の
代
表
者
）
を
選
出
す
る
投
票
行
為
と
、
方
針
・
政
策
（
選
択
肢
）
を
選
択
す
る
投
票
行
為

に
対
す
る
住
民
の
政
治
的
関
心
や
投
票
有
効
感
に
高
低
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
市
町
村
長
選
の
選
挙
運
動
に
お
け
る
政
党
や

後
援
会
等
の
組
織
に
よ
る
動
員
力
と
、
住
民
投
票
運
動
に
お
け
る
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
住
民
団
体
の
動
員
力
や
、
争
点
選
択
肢
へ
の
態

度
表
明
•
関
与
の
程
度
に
よ
っ
て
変
化
す
る
議
員
の
動
員
力
に
、
何
ら
か
の
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
し
か
し
、
計
量
で
き
な
い
要

素
・
要
因
に
つ
い
て
は
、
事
例
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
個
々
人
の
投
票
参
加
の
心
理
的
な
要
素
・
要
因
に
つ
い
て
は
、
集
計
デ
ー

タ
か
ら
は
言
及
で
き
ず
、
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
が
必
要
と
な
る
。

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
の
現
状

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
参
加
が
、
理
想
と
は
違
っ
て
現
実
と
し
て
は
相
対
的
に
さ
ほ
ど
高
い
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
、
正
確
に
言
え
ば
、
平
均
投
票
率
が
市
町
村
長
選
よ
り
低
い
と
い
う
外
観
的
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
政

策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
自
体
の
内
部
的
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
基
礎
統
計
量
（
単
位
は
％
）

央
値
七
一
．

0
八
、
最
大
値
九
ニ
・
六
一
、
最
小
値
三

0
.
―
九
で
あ
り

は
、
平
均
値
七

O
・
O
三
、
標
準
偏
差
ニ
ニ
・
ニ
六
、
中

（図
3
参
照
）
、
住
民
投
票
の
投
票
率
そ
れ
自
体
の
値
の
分
布
状
態

と
し
て
、
さ
ほ
ど
高
い
方
に
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
低
い
投
票
率
の
事
例
も
存
在
し
、
値
の
範
囲
（
最
大
値
か
ら
最
小

関
法

一
五
四



図3 政策型住民投票の投票率のヒストグラム
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一
五
五

る
。
い
わ
ゆ
る
近
隣
迷
惑
施
設
問
題
は
地
域
住
民
の
問
題
関
心
や
拒
否

ケ
ー
ス
、
米
軍
基
地
と
採
石
場
と
可
動
堰
が
各
一
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
い

が
、
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

0
0
四
年
（
三
月
末
ま
で
）
だ
け
で
一
―
三
ケ
ー
ス
と
な
り
、
圧
倒
的

値
ま
で
の
幅
）
が
六

0
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
あ
る
と
い
う
広
が
り
に
な
っ

(
8
)
 

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票

率
は
絶
対
的
に
高
い
値
を
取
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
実
施
時
期
に
よ
っ
て
投
票
率
が
変
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

つ
ま
り
、
時
系
列
的
・
経
年
変
化
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
こ

う
（
表
1
参
照
）
。
合
併
特
例
法
の
関
係
で
市
町
村
合
併
問
題
を
扱
う

事
例
が
二

0
0
三
年
以
降
急
増
し
て
い
る
関
係
で
、
二

0
0
三
年
と
ニ

に
多
い
。
そ
の
た
め
か
、
実
施
年
別
で
一
元
配
置
分
散
分
析
を
行
っ
た

次
に
、
住
民
投
票
で
問
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
よ
る
投
票
率
の
違
い

(
9
)
 

が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
て
お
こ
う
。
テ
ー
マ
は
、
市
町
村
合
併
が
―
二

0
ケ
ー
ス
、
産
業
廃
棄
物
処
理
場
が
六
ケ
ー
ス
、
原
子
力
関
連
が
三

感
が
高
く
、
投
票
率
も
高
い
の
で
な
い
か
と
仮
定
し
、
上
記
各
テ
ー
マ(10) 

を
近
隣
迷
惑
施
設
問
題
か
否
か
の
二
値
変
数
に
再
カ
テ
ゴ
リ
化
し
た

（
七
七
一
）



表1 実施年・テーマ• 同日選有無•成立要件有無別の度数と投票率

度 数 投 票 率（％）

ケース数 構成比(%) 平均値 中央値 標準偏差 関
法

1996 

1997 

1998 

1999 

2000 

2001 

2002 

2003 

2004 

1

3

3

1

1

3

7

3

0

 
8

3

 

0.8 

2.3 

2.3 

0.8 

0.8 

2.3 

5.3 

62.9 

22.7 

88.29 

81.94 

83.32 

67.75 

54.99 

80.42 

72.23 

68.50 

70.15 

88.29 

82.45 

87.31 

67.75 

54.99 

88.14 

70.56 

69.40 

72.02 

5.84 

10.89 

第
五
四
巻
四
号

13.81 

8. 72 

13.37 

13.32 

迷惑施設

非迷惑施設

11 

121 

8.3 

91. 7 

82.58 

68.89 

87.31 

70.17 

7.98 

13.07 

同日選あり

同日選なし

17 

115 

12.9 

87.1 

61.82 

71.24 

64.31 

71.36 

15.57 

12.50 

成立要件あり

成立要件なし

72 

60 

54.5 

45.5 

69.54 

70.61 

71.26 

70.66 

13.60 

12.93 

全体平均 70.03 71.08 13.26 

そ
し
て
こ
れ
は
、
単
一
事
業
で
あ
る
近
隣
迷
惑
施
設
問
題

り
二

0
0
三
年
以
降
実
施
が
急
増
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

け
た
時
限
法
で
あ
る
合
併
特
例
法
の
関
係
上
、
前
述
の
通

わ
れ
た
市
町
村
合
併
に
対
す
る
財
政
等
の
優
遇
措
置
を
設

心
は
高
く
、
投
票
率
も
高
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市

町
村
合
併
問
題
は
、
二

0
0
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
行

ス
）
も
関
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
住
民
の
関

体
の
存
在
や
直
接
請
求
の
多
さ
（

一
ケ
ー
ス
中
七
ケ
ー

に
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
。
核
と
な
る
住
民
運
動
団

施
さ
れ
て
お
り
、
当
自
治
体
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
的

縄
県
名
護
市
な
ど
、
ほ
ぼ
二

0
0
一
年
以
前
の
初
期
に
実

近
隣
迷
惑
施
設
間
題
は
、
巻
町
、
岐
阜
県
御
嵩
町
、
沖

の
場
合
よ
り
約
ニ
ニ
・
七
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。

隣
迷
惑
施
設
問
題
の
平
均
投
票
率
が
そ
れ
以
外
の
テ
ー
マ

で
有
意
な
差
が
あ
り

(
t
1
1
|
3.411 
p
1
1
 0
.
0
0
1
)
、

千
j

が
、
独
立
二
標
本
の

t
検
定
を
し
た
結
果
は
、

-
％
水
準

（表
1
参
照
）
。

カ
テ
ゴ
リ
間
で
ケ
ー
ス
数
の
偏
り
が
あ
る

一
五
六

（
七
七
二
）



挙
運
動
•
投
票
運
動
の
複
合
化
で
動
員
の
活
発
化
が
予
想
で
き
、

じ
て
低
い
投
票
率
と
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
五
七

一
元
配
置
分
散
分
析
と
多
重
比
較

(t11 2
.
8
0
6
 

p11 

に
比
べ
、
総
合
的
な
政
策
判
断
が
要
求
さ
れ
る
問
題
の
難
解
さ
や
日
常
の
生
活
環
境
に
対
す
る
変
化
の
小
さ
さ
か
ら
、
関
心
が
低
く
、
総

テ
ー
マ
と
い
う
要
因
は
、
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
す
で
に
既
定
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
の
違
い
が
投
票
率
に
差

異
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
検
定
結
果
は
、
も
し
将
来
、
対
象
事
項
を
制
限
す
る
形
の
政
策
型
住
民
投
票
制
度
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
際
に

は
何
ら
か
の
参
考
に
な
る
も
の
の
、
本
稿
の
主
た
る
問
題
関
心
か
ら
は
逸
れ
る
た
め
、
そ
の
他
の
要
因
、
設
定
変
更
が
可
能
な
要
因
に
目

を
向
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
通
常
の
選
挙
と
同
日
に
住
民
投
票
を
行
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
違
い
と
、
投
票
成
立
要
件
の
有
無

通
常
の
選
挙
と
同
日
に
住
民
投
票
を
行
っ
た
か
ど
う
か
、
逆
に
言
え
ば
、
住
民
投
票
の
際
に
同
日
選
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ま

―
―
―
―
―
一
ケ
ー
ス
中
一
七
ケ
ー
ス
が
何
ら
か
の
選
挙
と
の
同
日
選
で
あ
っ
た
。
住
民
投
票
を
通
常
の
選
挙

の
投
票
日
と
同
日
に
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
予
算
上
、
実
施
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
日
選
は
、
投
票
者
に

(11) 

と
っ
て
は
、
複
数
の
投
票
を
一
回
の
投
票
参
加
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
投
票
参
加
コ
ス
ト
の
抑
制
効
果
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
選

(12) 

一
般
的
に
投
票
率
は
上
が
る
と
予
想
さ
れ
る
。
実
際
、
唯
一
の
ト
リ
プ

ル
選
挙
、
し
か
も
市
長
選
と
市
議
選
と
同
日
選
挙
で
あ
っ
た
大
阪
府
高
石
市
で
は
、
住
民
投
票
の
投
票
率
は
、
衆
院
選
・
参
院
選
・
知
事

選
•
市
長
選
す
べ
て
の
各
平
均
値
（
本
稿
収
集
デ
ー
タ
に
お
け
る
平
均
値
）
よ
り
高
か
っ
た
。

独
立
二
標
本
の

t
検
定
の
結
果
、

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

-
％
水
準
で
同
日
選
の
有
無
に
よ
る
投
票
率
の
有
意
差
は
見
ら
れ
た
の
だ
が

0
 .
0
0
6
)

、
し
か
し
、
予
想
と
は
逆
に
、
同
日
選
な
し
の
方
が
平
均
値
で
約
一

0
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
日
選
の
内
容
を
、
市

町
村
レ
ベ
ル
の
選
挙
と
同
日
、
県
レ
ベ
ル
の
選
挙
と
同
日
、
国
政
選
挙
と
同
日
に
細
分
化
し
、

ず
検
討
し
よ
う
（
表
1
参
照
）
。

に
よ
る
違
い
を
見
て
み
よ
う
。

（
七
七
三
）



ご
く
一
部
の
事
例
に
限
る
話
で
あ
る
。

要
件
を
満
た
さ
ず
、
投
票
不
成
立
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
、
三
ケ
ー
ス

第
五
四
巻
四
号

（
七
七
四
）

(
T
u
k
e
y
'
s
 H
S
D
 test)

を
し
た
と
こ
ろ
、
県
レ
ベ
ル
同
日
選
が
、
市
町
村
レ
ベ
ル
同
日
選
よ
り
約
二
五
・
九
ポ
イ
ン
ト
有
意
に

(
p
1
1

0
.
0
0
1
)
低
く
、
同
日
選
な
し
よ
り
約
ニ
―
•
ニ
ポ
イ
ン
ト
有
意
に

(
p
1
1
0
.
0
0
0
)

低
い
と
い
う
結
果
が
出
た
。
こ
れ
は
、
口
で
検
討
し

た
通
常
の
選
挙
と
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
の
比
較
結
果
と
併
せ
て
見
て
み
る
と
、
同
日
選
と
な
っ
た
選
挙
の
当
該
自
治
体
に
お
け
る

(14) 

一
般
的
な
投
票
参
加
の
傾
向
が
、
同
日
選
の
住
民
投
票
投
票
率
に
色
濃
く
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
細

分
化
に
よ
り
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
の
ケ
ー
ス
数
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
は
参
考
程
度
の
結
果
と
解
釈
で
あ
る
。

（表
1
参
照
）
。
成
立
要
件
と
は
、
例
え
ば
、
投
票
率
が
あ
る
一
定
の
基

準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
場
合
に
開
票
せ
ず
に
投
票
自
体
を
不
成
立
に
す
る
な
ど
と
い
っ
た
各
条
例
上
の
規
定
で
あ
る
。
低
投
票
率
の
場
合

一
定
の
投
票
率
以
下
の
場
合
は
投
票
不
成
立
と
し
て
開
票
も
せ
ず
に
結
果
を

こ
う
し
た
成
立
要
件
規
定
を
設
け
た
条
例
に
基
づ
く
実
施
ケ
ー
ス
は
、

一
三
ニ
ケ
ー
ス
中
七
ニ
ケ
ー
ス
あ
り
、
要
件
な
し

ス
）
よ
り
も
多
く
、
そ
の
要
件
内
容
の
内
訳
は
、
ほ
と
ん
ど
が
投
票
率
五

0
％
以
上
と
い
う
内
容
で
あ
る
が

少
し
厳
し
く
て
投
票
率
六
0
％
以
上
（
三
ケ
ー
ス
）
、
少
し
緩
く
て
三
分
の
一
以
上

賛
否
の
い
ず
れ
か
の
得
票
数
が
投
票
資
格
者
の
三
分
の
一
を
超
え
た
場
合
(
-
ケ
ー
ス
）

と
い
う
要
件
も
あ
る
。
七
ニ
ケ
ー
ス
中
、
成
立

（
沖
縄
県
西
原
町
、
佐
賀
県
北
方
町
、
沖
縄
県
下
地
町
）
存
在
す
る
。

(15) 

投
票
成
立
要
件
を
設
け
た
事
例
の
中
に
は
、
投
票
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
、
す
な
わ
ち
棄
権
を
促
す
よ
う
な
運
動
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は

(16) 

一
般
的
に
考
え
る
と
、
不
成
立
と
な
っ
た
場
合
に
は
投
票
実
施
の
た
め
の
予
算
が
無
駄
に
な
る
た

め
、
成
立
要
件
が
あ
る
場
合
、
自
治
体
は
投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
広
報
に
注
力
す
る
と
仮
定
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
成
立
要
件
の
有
無

見
な
い
で
お
こ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ
る
。

に
、
結
果
の
正
当
性
に
疑
間
が
生
じ
る
と
い
う
懸
念
か
ら
、

続
い
て
、
投
票
成
立
要
件
に
よ
る
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る

関
法

（
ニ
ケ
ー
ス
）
、
さ
ら
に
は
投
票
率
五

0
％
に
加
え
て

（
六
六
ケ
ー
ス
）
、
中
に
は
、

一
五
八

（六
0
ケ
ー



一
三
ニ
ケ
ー
ス
中
―
一
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

一
五
九

別
の
投
票
率
の
平
均
値
は
約
一
•
一
ポ
イ
ン
ト
の
差
し
か
な
く
、
独
立
二
標
本
の
t

検
定
で
も
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

0
.
4
5
7
,
 

p
 11
 0
.
6
4
8
)

。
こ
の
結
果
だ
け
を
見
る
と
、
成
立
要
件
の
存
在
に
対
し
て
過
剰
な
拒
否
反
応
を
示
す
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

前
項
の
後
半
で
検
討
し
た
二
条
件
（
同
日
選
挙
、
成
立
要
件
）
以
外
の
要
因
で
、
同
一
の
テ
ー
マ
類
型
に
お
い
て
、
投
票
率
を
左
右
す

る
よ
り
大
き
な
要
因
は
何
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
、
住
民
投
票
の
実
施
に
至
る
過
程
に
視
点
を
移
す

こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
過
程
を
見
て
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
住
民
投
票
の
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
る
問
題
を
取
り
巻
く
歴
史
的
事
情
、(17) 

政
治
的
情
勢
、
具
体
的
に
は
例
え
ば
行
政
と
住
民
の
意
思
の
対
立
（
ま
た
は
一
致
）
状
況
、
首
長
と
議
会
の
対
立
状
況
と
い
っ
た
も
の
が
、

住
民
投
票
条
例
の
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
の
違
い
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
直
接
請
求
•
議
員
提
案
・
首
長
提
案
と
い

う
違
い
が
、
住
民
の
、
住
民
投
票
に
対
す
る
関
心
度
、
そ
し
て
、
投
票
に
行
く
か
行
か
な
い
か
の
選
択
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
投
票
率
に

反
映
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
点
に
着
目
し
て
検
討
し
よ
う
。

(18) 

住
民
か
ら
の
直
接
請
求
は
、
他
の
ニ
パ
タ
ー
ン
に
比
べ
、
条
例
案
の
可
決
成
立
率
は
低
い
の
だ
が
、
地
方
自
治
法
七
四
条
の
条
例
制
定

請
求
制
度
上
の
署
名
活
動
（
有
権
者
の
五

0
分
の
一
以
上
の
連
署
）
を
行
っ
て
の
請
求
で
あ
り
、
そ
の
活
動
や
報
道
を
通
し
て
、
制
定
さ

れ
れ
ば
近
々
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
認
識
が
住
民
の
間
に
浸
透
し
て
お
り
、
関
心
度
は
と
も
か
く
認
知
度
は
高
い

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
住
民
投
票
の
実
施
を
目
指
し
て
の
署
名
活
動
と
、
さ
ら
に
は
投
票
運
動
・
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
住
民
団
体
の

存
在
は
、
情
報
提
供
•
議
論
喚
起
の
主
役
と
し
て
投
票
参
加
を
促
す
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
議
会
や
行
政
か
ら
の
住
民
投

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

□
首
長
提
案
•
議
員
提
案
•
直
接
請
求
に
よ
る
差
異

な
お
、
投
票
率
五

0
％
を
下
回
っ
た
ケ
ー
ス
は
、

（
七
七
五
）

(
t
"
H
 



表2 請求提案パターン別の度数と投票率

度 数 投

平均値

票 率(%)

ケース数 構成比（％） 中 央 値 標準偏差 関
法

直接請求

議員提 案

首長提案

24 

28 

80 

18.2 

21.2 

60.6 

78.74 

71.71 

66.82 

80.04 

71.41 

67.49 

9.36 

11.48 

13.65 

平 均 70.03 71.08 13.26 

第
五
四
巻
四
号

請
求
と
首
長
提
案
の
間
に
、

え
る
か
ど
う
か
、

一
％
水
準
で
有
意
な
差
が
あ
っ
た

(p11 0
.
 0
 0
0
)

。
そ
の
差
は
、

員
提
案
、
首
長
提
案
の
順
に
な
っ
て
い
る

け
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

票
の
提
案
が
な
い
中
で
、
住
民
側
が
あ
え
て
、

1
0
ポ

い
く
ら
多
く
の
署
名
を
集
め
て
も
議
会
で
否
決
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
仕
組
み
の
中
、
住
民
投
票
条
例
案
を
提
案
す
る
と
い
う
の
は
、
問
題
状
況
の
緊
迫
さ
を

示
し
て
お
り
、
投
票
率
の
上
昇
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
直
接
請
求
や
議

員
提
案
の
場
合
は
、
そ
の
請
求
提
案
者
自
身
が
容
易
に
投
票
運
動
（
中
立
的
立
場
で
投
票
参
加
を
呼
び

か
け
る
場
合
も
含
め
て
）

イ
ン
ト
以
上
で
あ
る
。

の
主
体
ま
た
は
あ
る
選
択
肢
の
主
唱
者
と
な
り
う
る
の
に
対
し
、
首
長
提
案

は
、
単
純
に
仮
定
す
れ
ば
首
長
が
住
民
投
票
を
提
案
し
主
導
す
る
た
め
、
も
し
議
員
や
住
民
団
体
等
が

積
極
的
な
活
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
投
票
宣
伝
運
動
や
選
択
肢
の
趣
旨
説
明
な
ど
を
行
う
ア
ク
タ
ー

が
中
立
的
行
政
の
み
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
首
長
も
倫
理
的
に
ま
た
は
条
例
上
中
立
的
立
場
を
求

め
ら
れ
自
ら
の
意
見
を
明
示
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
議
論
や
関
心
の
盛
り
上
が
り
に
欠

デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、
匝
接
請
求
が
二
四
ケ
ー
ス
、
議
員
提
案
が
二
八
ケ
ー
ス
、
首
長
提
案
が
八

0
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
投
票
率
の
高
低
の
順
序
は
、
予
想
通
り
直
接
請
求
、
議

（表
2
参
照
）
。
各
平
均
値
間
に
差
が
あ
る
と
統
計
的
に
言

一
元
配
置
分
散
分
析
と
多
重
比
較

(
T
u
k
e
y
'
s
H
S
D
 test)

を
し
た
結
果
、
直
接

一
方
、
議
員
提
案
は
、
首
長
提
案
・
直
接
請
求
ど
ち
ら
と
の
間
に
も
有
意
な
差

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
前
者

p
1
1
0
.
1
8
3
,
 

後
者

p
1
10
.
1
1
2
)

。
行
政
と
住
民
の
間
に
立
つ
議
員
に
よ

一六
0

(
七
七
六
）



一
六

る
提
案
は
、
他
ニ
パ
タ
ー
ン
の
特
性
を
併
せ
持
っ
た
中
間
的
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
ま
で
の
予
備
的
な
二
変
量
解
析
に
お
い
て
は
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
は
、
少
な
く
と
も
直
接
請
求
に
よ
る
実
施
と
の
比
較
で
見

れ
ば
、
平
均
的
に
低
い
投
票
率
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
よ
り
確
か
な
考
察
を
行
う
た
め
に
は
、
投
票
率
に
関
す
る
そ
の
他
様
々
な

要
因
を
も
含
め
て
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
次
章
で
は
、
多
変
量
解
析
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

(
1
)

住
民
投
票
の
条
例
文
、
請
求
提
案
の
経
緯
、
実
施
内
容
、
投
票
結
果
・
開
票
結
果
に
関
す
る
情
報
・
デ
ー
タ
は
、
主
に
新
聞
記
事
（
「
朝
日
新

聞
記
事
デ
ー
ー
タ
ベ
ー
ス
『
聞
蔵
』

D
N
A

(Digital N
e
w
s
 A
r
c
h
i
v
e
s
 for Libraries)
」
、
「
宮
ifty
新
聞
・
雑
誌
記
事
横
断
検
索
」
内
の
全
国
紙

四
紙
と
地
方
紙
―
六
紙
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
も
と
に
し
つ
つ
、
各
自
治
体
の
広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
各
自
治
体
へ
の
電
話
取
材
に
よ
っ

て
補
完
し
、
収
集
し
た
。
ご
多
忙
の
中
お
答
え
下
さ
っ
た
各
自
治
体
の
ご
担
当
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
政
策
報

道
室
調
査
部
等
編
『
住
民
投
票
条
例
集
』
（
東
京
都
、
一
九
九
六
年
）
、
ニ
ニ
ー
ニ
五
頁
の
表
、
横
田
編
・
前
掲
書
、
八
一
ー
八
七
頁
の
表
、
今

井
•
前
掲
書
、
巻
末
一
ー
四
頁
の
表
、
野
口
•
前
掲
論
文
、
二

0
七
ー
ニ
―
八
頁
、
上
田
•
前
掲
書
、
一
七
頁
の
表
、
森
田
等
編
・
前
掲
書
、
ニ

一
九
ー
ニ
四
九
頁
の
表
、
「
住
民
投
票
立
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〈
http:/
/
w
w
w
6
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 ¥（
direct ¥
〉
な
ど
を
参
照
し
た
。

(
2
)

衆
院
選
の
デ
ー
タ
は
、
第
四
一
回
は
朝
日
新
聞
社
電
子
電
波
メ
デ
ィ
ア
局
企
画
開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
編
『
asahi.
c
o
m
で
見
る
至
96
総
選
挙
の
す

べ
て
』
[C
D
 
1
 R
O
M
]
 
(
朝
日
新
聞
杜
、
一
九
九
六
年
）
、
第
四
二
回
は
同
編
『
asahi.
c
o
m
で
見
る
2
0
0
0
総
選
挙
の
す
ぺ
て
」
[C
D
 
1
 R
O
M
]
 

（
朝
日
新
聞
社
、
二

0
0
0
年
）
、
第
四
三
回
は
朝
日
新
聞
社
電
子
電
波
メ
デ
ィ
ア
本
部
編
『
asahi.
c
o
m
で
見
る
2
0
0
3
総
選
挙
の
す
ぺ
て
』

[
 
C
D
-
R
O
M
]
 
(
朝
日
新
聞
社
、
二

0
0
三
年
）
、
参
院
選
の
デ
ー
タ
は
、
第
一
七
回
と
第
一
八
回
は
朝
日
新
聞
社
電
子
電
波
メ
デ
ィ
ア
局
企
画

開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
編
『
asahi.
c
o
m
で
見
る
"
9
8
参
院
選
の
す
べ
て
」
[
C
Dー

R
O
M
]

(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
っ
た
。
第
一
九
回
の

参
院
選
、
過
去
一

0
年
間
の
知
事
選
と
市
町
村
長
選
の
各
市
町
村
別
デ
ー
タ
は
、
新
聞
記
事
（
注

(
1
)
参
照
）
と
各
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
公
開
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
つ
つ
、
各
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
デ
ー
タ
の
ご
提
供
と
各
自
治
体
へ
の
電
話
取
材
に
よ
っ
て
補

完
し
、
収
集
し
た
。
第
一

1
0
回
参
院
選
前
の
大
変
お
忙
し
い
中
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
3
)

過
去
一

0
年
間
の
町
村
長
選
が
す
べ
て
無
投
票
で
あ
っ
た
の
は
、
岐
阜
県
北
方
町
、
大
分
県
朝
地
町
、
福
島
県
鮫
川
村
、
福
島
県
棚
倉
町
、
沖

縄
県
伊
江
村
、
兵
庫
県
南
光
町
、
烏
取
県
日
吉
津
村
で
あ
る
。
な
お
、
南
光
町
で
住
民
投
票
を
二
回
行
っ
て
い
る
た
め
、
七
自
治
体
で
八
ケ
ー
ス

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

（
七
七
七
）



関
法

第
五
四
巻
四
号

と
な
っ
て
い
る
。

(
4
)
本
稿
の
す
べ
て
の
図
表
は
、
上
記
の
収
集
デ
ー
タ
を
加
工
•
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
(
1
)
(
2
)
参
照
。

(
5
)

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
、
住
民
投
票
実
施
日
の
直
前
に
行
わ
れ
た
選
挙
の
投
票
率
二
回
分
）
と
の
相
関
係
数
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
高
い
順
に
、
市

町
村
長
選
と
が

O・
六
一
四

(
N
1
1
1
2
4
,
 

p
 11 0
.
0
0
0
)

、
衆
院
選
と
が
0
•
五
六
五

(
N
1
1
1
3
2
,
 

p
 11 0
.
0
0
0
)
、
知
事
選
と
が

0
・五

0
六

(
N
=

1
3
2
,
 

p
 11 0
.
0
0
0
)

、
今
多
監
澁
逃
と
が
0
•
四
九
八

(
N
1
1
1
3
2
,
 

p
=
0
.
0
0
0
)

と
な
っ
て
お
り
、
似
た
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
市
町
村
長

選
に
つ
い
て
は
、
直
前
が
無
投
票
の
場
合
に
は
可
能
な
限
り
前
回
や
前
々
回
等
の
デ
ー
タ
で
代
置
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
検
定
結
果
は
参
考
程
度

で
あ
る
。

(
6
)

各
ケ
ー
ス
ご
と
に
、
市
町
村
長
選
平
均
A
の
投
票
率
か
ら
住
民
投
票
の
投
票
率
を
引
い
た
値
、
つ
ま
り
落
差
の
値
を
計
算
し
た
結
果
は
、
ケ
ー

ス
数
―
二
四
で
、
平
均
値
が
七
・
五
一
、
標
準
偏
差
が
―
ニ
・
六

0
、
中
央
値
が
七
・
八

0
、
最
小
値
が
マ
イ
ナ
ス
ニ
三
・
八
七
、
最
大
値
が
五
一
・

二
七
、
範
囲
が
七
五
・
一
四
で
あ
っ
た
。

(
7
)

―
ニ
ヶ
国
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
。
ペ
ル
ギ
ー
以
外
す
べ
て
の
国
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
方
が
低
か
っ
た
。
差

が
大
き
か
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
三

0
ポ
イ
ン
ト
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
二
九
ポ
イ
ン
ト
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
八
ポ
イ
ン
ト
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

D
a
v
i
d
Butler 
a
n
d
 Austi~Ranney, 

^^
 
T
h
e
o
r
y
,
"
 
R
e
f
e
r
e
n
d
u
m
s
 a
r
o
u
d
 the 
W
o
r
l
d
 |
 T
h
e
 G
r
o
w
i
n
g
 U
s
e
 o
f
 Direct 

D
e
m
o
c
r
a
c
y
,
 T
h
e
 A
E
I
 Press, 1
9
9
4
,
 
p
p
.
 1
6
-
1
7
.
 

(
8
)

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
デ
ー
タ
は
、
正
規
確
率
プ
ロ
ッ
ト
と
正
規
性
検
定
の
結
果

(Lilliefors
test, 
p
 11 0
.
1
9
5
)

か
ら
判
断
し
て
、
正

規
分
布
に
近
い
分
布
と
言
っ
て
も
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
9
)

テ
ー
マ
に
よ
る
投
票
参
加
の
差
異
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
検
討
は
、
現
状
の
よ
う
に
テ
ー
マ
ご
と
の
ケ
ー
ス
数
に
大
き
な
偏
り
が
存
在
し
、
各

テ
ー
マ
ご
と
の
ケ
ー
ス
の
絶
対
数
も
多
い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、
各
テ
ー
マ
ご
と
に
相
当
数
の
ケ
ー
ス
が
蓄
積
さ
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
興
味
深
い
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(10)

産
業
廃
棄
物
処
理
場
、
原
子
力
関
連
、
米
軍
基
地
、
採
石
場
を
近
隣
迷
惑
施
設
問
題
と
し
て
括
っ
た
。

(11)

投
票
参
加
コ
ス
ト
は
、
タ
ロ
ッ
ク
の
投
票
行
動
の
方
程
式

(
B
D
A
ー
C
1
1
P
)

の
投
票
コ
ス
ト

C
や
、
ラ
イ
カ
ー
と
オ
ー
ド
シ
ュ
ク
の
投
票
行

動
の
方
程
式

(
R
=
(
B
P
)
 |
 
C)
に
お
け
る
「
個
々
人
に
と
っ
て
の
投
漿
行
為
の
コ
ス
ト
」

C
に
と
り
あ
え
ず
該
当
す
る
。

G
o
r
d
o
n
Tullock, 

一
六

（
七
七
八
）



政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

『
朝
日
新
聞
』

一
六

二
0
0
0
年
一
月
二
四
日
付
東
京
本
社
版
朝
刊
、
今
井
•
前
掲
書
、

T
o
g
 
r
d
 a
 M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
s
 o
f
 Politics "
 T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
of 
M
i
c
h
i
g
a
n
 Press, 
1
9
6
7
,
 
p. 
1
0
9
.
 

O
r
d
e
s
h
o
o
k
,
 "
A
 T
h
e
o
r
y
 of the C
a
l
c
u
l
u
s
 of V
o
t
i
n
g
,
"
 
T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 Political Science R
e
v
i
e
w
,
 Vol. 6
2
 N
o
.
 1, 
M
a
r
c
h
 1
9
6
8
,
 
p. 

2
5
.
 

さ
ら
に
言
え
ば
、
山
川
雄
巳
教
授
の
投
票
行
動
方
程
式

(
W
1
1e• 

f•D+U| 

C
>
g
)

に
お
け
る
「
投
票
の
コ
ス
ト

C
」
は
、
個
人
主
義

的
に
捉
え
る
も
の
で
は
な
く
「
社
会
的
に
規
定
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
本
稿
で
意
図
す
る
投
票
参
加
コ
ス
ト
は
、
む
し
ろ
こ
れ
に
近
い
と
言
え

よ
う
。
山
川
雄
巳
『
政
治
学
概
論
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
六
年
）
、
二
九
七
頁
参
照
。
他
に
、

A
n
t
h
o
n
y
D
o
w
n
s
,
 A
n
 &
o
n
o
m
i
c
 T
h
e
o
r
y
 o
f
 

D
e
m
o
c
r
a
 g
 
1
9
5
7
,
 
pp. 2
6
0
-
2
7
6
 

(士口
m迄
m司
臨
皿
中
い
『
早
や
王
土
士
義
の
認
丘
落
5

理
吟
嗚
」
（
曲
が
文
帝
呈
‘
一
十
で
八
0
生
↓
、
一
一
七
0
ー
ー
ニ
八
六
頁
）
参
照
。

(12)

同
日
選
挙
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
蒲
島
郁
夫
『
政
治
参
加
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
第
八
章
「
選
挙
の
舞
台
装
置
と
投
票
率
」
、

一
六
一
ー
一
六
三
頁
、
石
上
泰
州
「
投
票
率
に
関
す
る
一
考
察
|
—
投
票
制
度
と
の
関
係
を
交
え
て
|
|
＇
」
『
季
刊
行
政
管
理
研
究
」
通
号
八
一

号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一
三
ー
ニ
ニ
頁
参
照
。

(13)

さ
ら
に
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
同
日
の
市
長
選
投
票
率
七
ニ
・
五
六
％
は
、
三
二
年
ぶ
り
の
七
0
％
台
で
あ
る
と
い
う
。
『
朝
日
新
聞
』
二

o
o

三
年
四
月
二
九
日
付
大
阪
本
社
版
朝
刊
。

(14)

住
民
投
票
そ
の
も
の
が
稀
で
、
か
つ
、
選
挙
と
同
日
に
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
極
め
て
稀
な
我
が
国
と
は
状
況
が
大
い
に
異
な
る
が
、
マ
グ
レ

ビ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
州
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
、
同
日
選
挙
の
種
類
に
よ
る
投
票
率
の
差
異
や
投
票
ド
ロ
ッ
プ
オ
フ
（
同
日
選
挙
に
て
、

複
数
の
投
票
の
う
ち
、
何
ら
か
の
投
票
は
し
た
も
の
の
、
あ
る
特
定
の
選
挙
や
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
投
票
し
な
か
っ
た
人
の
割
合
）
の
差
異
を
分

析
し
て
い
る
。

D
a
v
i
d
B. M
a
g
l
e
b
y
,
'
＾
 

W
h
o
 V
o
t
e
s
 o
n
 Ballot Propositions
●

9
9
)
 

Direct Legislation•• 

V
o
t
i
n
g
 o
n
 Ballot Propositions 

in 
the 
U
n
i
t
e
d
 States "
 Th
e
 J
o
h
n
s
 H
o
p
k
i
n
s
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 1
9
8
4
,
 
pp. 7
7
-
9
9
.
 

ま
た
、
同
槌
ば
に
ア
メ
リ
カ
で
、
五

0
州
の
二
六
年
間

の
投
票
率
デ
ー
タ
か
ら
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
制
度
を
有
し
活
用
し
て
い
る
州
の
方
が
、
制
度
の
な
い
州
に
比
べ
て
、
大
統
領
選
挙
と
中
間
選
挙
に

お
け
る
投
票
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

C
a
r
o
l
i
n
e
J. 
Tolbert, J
o
h
n
 A. G
r
u
m
m
e
l
,
 D
a
n
i
e
l
 
A. S
m
i
t
h
,
 "
T
h
e
 Effects 

of 
Ballot 
Initiatives 
o
n
 V
o
t
e
r
 T
u
r
n
o
u
t
 in 
the 
A
m
e
r
i
c
a
n
 States," 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
Politics 
Research, 
Vol. 2
9
 N
o
.
 6
,
 
2
 0
 01
,
 
pp. 

6
2
5
-
6
4
8
.
 

~
 が
国
で
も
ケ
ー
ス
数
が
増
え
た
場
合
、
住
民
投
票
実
施
経
験
自
治
体
と
未
経
験
自
治
体
間
で
通
常
の
選
挙
の
投
票
率
格
差
が
あ
る

の
か
、
住
民
投
票
を
同
日
に
行
っ
た
選
挙
と
そ
う
で
な
い
選
挙
と
の
間
で
投
票
率
格
差
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
よ
う
な
分
析
は
、
制
度
の
存
在
意

義
の
検
証
と
し
て
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

(15)

徳
島
市
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

（
七
七
九
） 一

六
九
ー
一
七
―
頁
、

W
i
l
l
i
a
m
 
H. 
R
i
k
e
r
 
a
n
d
 P
e
t
e
r
 
C. 



上
田
•
前
掲
書
、
一
四
八
ー
一
五
一
頁
参
照
。
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
群
馬
県
東
村
に
つ
い
て
、
『
朝
日
新
聞
』
二0
0
三
年
六
月
一
0
日

付
群
馬
版
朝
刊
参
照
。

(16)

例
え
ば
、
成
立
要
件
の
投
票
率
五

0
％
を
満
た
さ
ず
不
成
立
と
な
っ
た
沖
縄
県
西
原
町
で
の
予
算
は
、
約
六
0
0
万
円
で
あ
っ
た
と
い
う
。

『
朝
日
新
聞
』
二

0
0
三
年
九
月
一
五
日
付
西
部
本
社
版
朝
刊
。

(17)

実
施
ケ
ー
ス
の
投
票
率
を
扱
う
本
稿
と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
地
方
自
治
体
の
首
長
や
議
員
の
、
住
民
投
票
に
対
す
る
態
度
や
意
識
に
つ
い

て
の
分
析
と
し
て
、
小
林
良
彰
・
名
取
良
太
「
数
量
化
理
論
を
用
い
た
住
民
投
票
の
分
析
」
柳
井
晴
夫
等
編
『
多
変
量
解
析
実
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
（
朝
倉
書
店
、
二0
0

二
年
）
所
収
、
五
二
七
ー
五
四
0
頁
、
長
峯
純
一
•
森
脇
俊
雅
「
篠
山
市
誕
生
の
軌
跡
と
合
併
後
の
課
題
」
松
本
誠

等
編
『
分
権
・
合
併
最
前
線
ー
_
ー
自
治
体
の
現
場
か
ら
|
|
i

（
文
理
閣
、
―

1
0
0
二
年
）
所
収
第
二
章
、
五
九
l

六
0
頁
、
三
上
喜
美
男
「
分

権
化
時
代
の
地
方
議
員
像
」
松
本
誠
等
編
・
前
掲
書
所
収
第
四
章
‘

1
0
三
-
1
0
五
頁
参
照
。

(
1
8
)脇
坂
•
前
掲
論
文
、
八
八
ー
九
一
頁
参
照
。

こ
こ
か
ら
は
、
住
民
投
票
に
お
い
て
投
票
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
複
数
の
要
因
を
同
時
に
考
慮
し
た
分
析
を
行
う
こ
と
に
す

る
。
す
な
わ
ち
、
様
々
な
住
民
投
票
特
有
の
要
因
群
と
、
通
常
の
選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て
の
既
存
研
究
に
お
い
て
よ
く
検
討
さ
れ
る
要

因
群
と
を
同
時
に
投
入
し
て
多
変
量
解
析
（
回
帰
分
析
）
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
投
票
率
へ
の
影
響
を
よ

り
正
確
に
測
定
し
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
が
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
た
い
。
本
章
で
は
、
分
析
方
法
や

分
析
結
果
を
説
明
し
、
次
章
で
、
仮
説
の
検
証
や
結
果
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

関
法

分

第
五
四
巻
四
号

析

一
六
四

（
七
八

0
)



表 3 請求提案パターンとテーマのクロス表

市町村合併 産廃処理場 原子力 米軍基地採石場 可動堰 合計

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

直接請求

議員提案

首長提案

17 

27 

76 

4

0

2

 

2

0

1

 

1

0

0

 

0

0

1

 

0

1

0

 

24 

28 

80 

合計 120 6
 

3
 

ー ー ー 132 

分
析
方
法
と
変
数

回
帰
分
析
の
方
法
と
変
数
を
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
、
分
析
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
全
―
―
ニ
ニ
ケ
ー
ス
を
対

象
と
し
た
分
析
（
分
析
A
と
す
る
）
に
加
え
、
テ
ー
マ
と
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
の
関
連
性
（
表
3
参
照
）
を

考
慮
し
て
市
町
村
合
併
間
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
一
―

1
0
ケ
ー
ス
に
絞
っ
た
分
析
（
分
析
B
と
す
る
）
を
も
行

う
こ
と
に
す
る
。
回
帰
分
析
の
方
法
と
し
て
は
、
理
論
的
モ
デ
ル
が
な
い
中
で
多
く
の
独
立
変
数
の
中
か
ら

従
属
変
数
の
説
明
に
有
用
な
独
立
変
数
の
み
を
探
索
的
に
選
択
し
た
い
た
め
、
以
下
の
独
立
変
数
群
を
一
括

投
入
し
、
変
数
減
少
法
に
よ
り
一
定
の
除
去
基
準
に
基
づ
い
て
不
要
な
変
数
を
一
っ
ず
つ
除
去
し
て
い
き
、

最
終
的
に
五
％
水
準
ま
た
は
一
％
水
準
で
有
意
な
変
数
を
採
用
し
、
最
小
二
乗
法
で
各
係
数
の
値
を
求
め
る

ま
ず
、
従
属
変
数
（
目
的
変
数
）

は
、
投
票
率
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
投
票
率
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析

（
そ
れ
ぞ
れ
分
析
A
|
1
、
分
析
Bー

1
と
す
る
）
と
、
よ
り
正
確
な
推
定
を
行
う
た
め
に
、
ロ
ジ
ッ
ト
変

(
1
)
 

換
し
た
投
票
率
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
（
そ
れ
ぞ
れ
分
析
A
|
2
、
分
析
Bー

2
と
す
る
）
と
、
二
種
類
行

次
に
、
独
立
変
数
（
説
明
変
数
）
群
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
は
カ
テ
ゴ

リ
変
数
で
あ
る
た
め
、
ダ
ミ
ー
変
数
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
。
三
カ
テ
ゴ
リ
あ
る
が
、
本
稿
の
検
討
の

主
眼
で
あ
る
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
か
そ
う
で
な
い
か
を
表
す
首
長
提
案
ダ
ミ
ー
変
数
（
首
長
提
案
1
1
1
、

そ
れ
以
外
1
1
0
の
二
値
変
数
）
を
作
成
し
て
、
投
入
す
る
。
こ
れ
が
、

゜
ニつ こ

と
に
す
る
。

（一）

一
六
五

メ
イ
ン
の
考
察
対
象
の
変
数
で
あ
る
。

（
七
八
一
）



第
五
四
巻
四
号

（
七
八
二
）

そ
れ
か
ら
、
投
票
率
を
左
右
し
う
る
住
民
投
票
特
有
の
要
素
と
し
て
、
同
じ
く
カ
テ
ゴ
リ
変
数
で
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
迷
惑
施

設
問
題
ダ
ミ
ー
変
数
（
テ
ー
マ
が
迷
惑
施
設
問
題
で
あ
る
1
1
1
、
否
1
1
0
の
二
値
変
数
）
を
作
成
し
た
。
な
お
、
再
度
確
認
し
て
お
く
と
、

産
廃
、
原
子
力
、
米
軍
基
地
、
採
石
場
が
、
迷
惑
施
設
問
題
で
あ
る
1
1
1
に
該
当
し
、

(
2
)
 

当
す
る
（
各
ケ
ー
ス
数
は
表
3
参
照
）
。
こ
の
変
数
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
、
市
町
村
合
併
問
題
に
絞
っ
た
分
析
B
で
は
用
い
な
い
。

さ
ら
に
、
同
様
に
、
成
立
要
件
に
つ
い
て
は
、
成
立
要
件
ダ
ミ
ー
変
数
（
成
立
要
件
あ
り
1
1
1
、
な
し

1
1
0
の
二
値
変
数
）
、
同
日
選
挙

に
つ
い
て
は
、
同
日
選
挙
ダ
ミ
ー
変
数
（
同
日
に
選
挙
あ
り
1
1
1
、
な
し

1
1
0
の
二
値
変
数
）
を
作
成
し
、
投
入
す
る
。

そ
の
他
の
住
民
投
票
関
連
の
変
数
と
し
て
は
、
ま
ず
、
住
民
投
票
の
選
択
肢
の
数
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
者
択
一
の

場
合
が
一
三
ニ
ケ
ー
ス
中
一

0
0
ケ
ー
ス
と
圧
倒
的
に
多
い
が
、
選
択
肢
の
数
が
多
い
ほ
ど
よ
り
競
争
的
な
状
況
を
示
す
と
仮
定
す
る
。

次
に
、
議
会
で
条
例
が
議
決
さ
れ
て
か
ら
投
票
日
ま
で
の
期
間
は
、
テ
ー
マ
の
問
題
に
関
し
て
行
政
や
議
員
や
運
動
団
体
に
よ
る
広
報
周

知
、
判
断
材
料
の
提
供
、
政
策
主
張
の
活
動
が
行
わ
れ
る
が
、
投
票
日
ま
で
の
日
数
が
長
い
ほ
ど
、
そ
れ
ら
活
動
が
徹
底
化
さ
れ
、
テ
ー

マ
の
問
題
に
対
す
る
住
民
の
理
解
度
も
関
心
も
増
す
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
、
議
決
日
実
施
日
間
の
日
数
を
計
測
し
、
変
数
と
し
て
用

い
る
。
そ
し
て
、
政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
資
格
者
は
、
各
条
例
に
お
い
て
柔
軟
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
で
あ
る
た
め
、
永
住
外

国
人
投
票
資
格
付
与
ダ
ミ
ー
変
数
（
資
格
付
与
あ
り
1
1
1
、
な
し

1
1
0
の
二
値
変
数
）
、
年
齢
条
件
緩
和
ダ
ミ
ー
変
数
（
年
齢
条
件
の
緩

和
あ
り
1
1
1
、
な
し
1
1
0
の
二
値
変
数
）
も
採
用
す
る
。
そ
の
他
、
平
常
時
の
政
治
的
環
境
と
し
て
、
政
治
的
に
安
定
的
な
自
治
体
ほ
ど

投
票
率
は
高
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
か
ら
、
政
治
的
安
定
性
を
示
す
指
標
と
し
て
、
投
票
実
施
時
在
任
の
市
町
村
長
の
当

選
回
数
と
そ
の
自
治
体
に
お
け
る
市
町
村
長
選
挙
の
過
去
―

0
年
間
の
無
投
票
回
数
を
取
り
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
時
系
列
的
・
経
年
変
化

も
考
慮
す
る
べ
く
、
投
票
実
施
年
月
も
変
数
と
し
て
投
入
す
る
。

関
法

一
方
、
市
町
村
合
併
と
可
動
堰
が
、
否
1
1
0
に
該

一
六
六



表4 全ケースに対する回帰分析結果（分析結果A-1)

独立変数 偏回帰係数標準偏回帰係数 t値 有意確率 VIF 

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

首長提案ダミー

成立要件ダミー

同日選挙ダミー

実施年月

人口集中地区人口比

65歳以上人口構成比

（定数）

-4.587 

-3,557 

6.189 

0.000 

-0.159 

0.967 

1261.203 

-0.170 

-0.134 

0.157 

-0.317 

-0.364 

0.520 

-2.865 

-2.094 

2.269 

-4.907 

-4.581 

6.861 

5.145 

0.005 

曇゚038
0.025 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

1.064 

1.243 

1.450 

1.267 

1.913 

1. 741 

従属変数：投票率，ケース数： 132, 決定係数 R2乗： 0.588, 自由度調整済み決定係

数 R2乗： 0.568. 

す
る
回
帰
分
析
の
結
果
が
表
4

口

分

析

結

果

最
後
に
、
投
票
資
格
者
数
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

(
3
)
 

一
方
、
集
計
デ
ー
タ
を
用
い
た
既
存
の
投
票
参
加
•
投
票
率
研
究
に
お
い
て
、
各
自
治

指
標
と
し
て
、

体
•
選
挙
区
•
投
票
区
の
社
会
経
済
的
特
性
を
表
す
一
部
の
要
因
が
投
票
率
の
説
明
に
有
効

(
4
)
 

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
変
数
を(

5
)
 

制
御
変
数
と
し
て
同
時
に
投
入
す
る
。
具
体
的
に
は
、
都
市
ー
農
村
の
軸
を
構
成
す
る
指
標

(
6
)
 

と
し
て
人
口
集
中
地
区
人
口
比
と
各
次
産
業
就
業
人
口
構
成
比
、
定
住
度
を
表
す
指
標
と
し

(
7
)

（

8
)
 

て
昼
夜
間
人
口
比
、
転
入
人
口
比
、
転
出
人
口
比
、
そ
れ
か
ら
、
年
齢
層
別
の
人
口
構
成
の

(
9
)
 

一
五
ー
ニ
九
歳
人
口
構
成
比
と
六
五
歳
以
上
人
口
構
成
比
、
さ
ら
に
自
治
体

の
財
政
状
況
を
表
す
指
標
と
し
て
、
財
政
力
指
数
、
公
債
費
負
担
比
率
、
経
常
収
支
比
率
、

回
帰
分
析
の
結
果
は
表
4

・
表
5
・
表
6
・
表
7
の
通
り
で
あ
る
。
表
4
と
表
5
が
全

ケ
ー
ス
を
対
象
と
し
た
分
析
A
の
結
果
で
、
表
6
と
表
7
が
市
町
村
合
併
問
題
の
ケ
ー
ス
の

み
を
対
象
と
し
た
分
析
B
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
投
票
率
デ
ー
タ
に
対

2
)
と
表
7

（
分
析
結
果
A
|
1
)

（
分
析
結
果
B
|
2
)
で
あ
る
。

一
六
七

と
表
6

（
分
析
結
果
B
ー
1
)
、

ジ
ッ
ト
変
換
し
た
投
票
率
デ
ー
タ
に
対
す
る
回
帰
分
析
の
結
果
が
表
5

（
七
八
三
）

ロ

（
分
析
結
果
A

|



表5 全ケースに対する回帰分析結果（分析結果A-2)

独立変数 偏回帰係数標準偏回帰係数 t値 有意確率 VIF 

首長提案ダミー

同日選挙ダミー

議決日実施日間の日数

市町村長の当選回数

実施年月

人日集中地区人口比

65歳以上人口構成比

（定数）

-0.245 

0.460 

-0.001 

-0.064 

0.000 

-0.007 

0.050 

80.155 

-0.175 

0.226 

-0.128 

-0.119 

-0.407 

-0.318 

0.526 

-2曇983

3.282 

-2.151 

-2.052 

-6.632 

-4.021 

7.080 

6.666 

0.003 

0.001 

0.033 

0.042 

0.000 

0.000 

0.000 

0.000 

1.076 

1.474 

1.100 

1.037 

1.170 

1.938 

1.713 

関
法

第
五
四
巻
四
号

従属変数：投票率（ロジット変換），

調整済み決定係数 R2乗： 0.578. 

ケース数： 132, 決定係数 RZ乗： 0.601, 自由度

表6 市町村合併問題ケースに対する回帰分析結果（分析結果B-1)

独立変数 偏圃帰係数標準偏回婦係数 t値 有意確率 VIF 

首長提案ダミー

同日選挙ダミー

実施年月

人日集中地区人口比

65歳以上人口構成比

（定数）

-4. 792 

6.845 

0.000 

-0.150 

0.942 

1757.531 

-0.178 

0.184 

-0.144 

-0.357 

0.526 

-2.788 

2.430 

-2.097 

-3.859 

6.501 

2.160 

0.006 

0.017 

0.038 

0.000 

0.000 

0.033 

1.035 

1.455 

1.196 

2.177 

1.671 

従属変数：投票率，

数R2乗： 0.533. 

ケース数： 120, 決定係数 R2乗： 0.553, 自由度調整済み決定係

表7 市町村合併問題ケースに対する皿婦分析結果（分析結果B-2)

独立変数 偏回帰係数 標準偏回婦係数 t値 有意確率 VIF 

首長提案ダミー

同日選挙ダミー

人日集中地区人口比

65歳以上人口構成比

（定数）

-0.227 

0.288 

-0.005 

0.053 

-0.177 

-0.166 

0.152 

-0.231 

0.580 

-2.580 

2.043 

-2.636 

7.082 

-0.827 

0.011 

0.043 

0.010 

0.000 

0.410 

1.035 

1.382 

1.905 

1.671 

一
六
八

（
七
八
四
）

従属変数：投票率（ロジット変換），

調整済み決定係数 R2乗： 0.522. 

ケース数： 120, 決定係数 R2乗： 0.538, 自由度



一
六
九

変
数
減
少
法
に
よ
っ
て
有
意
な
変
数
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
回
帰
式
に
採
用
さ
れ
た
独
立
変
数
は
、
お
お
む
ね
似
通
っ
て
お
り
、
首
長
提

案
ダ
ミ
ー
、
同
日
選
挙
ダ
ミ
ー
、
人
口
集
中
地
区
人
口
比
、
六
五
歳
以
上
人
口
構
成
比
が
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
。
回
帰
式
全
体
の
説

明
力
を
表
す
自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数
は
、
全
ケ
ー
ス
対
象
の
分
析

A
で
は
、

A
|
1
が

O・
五
六
八
、

A
|
2
が

O・
五
七
八
で
あ
り
、

得
ら
れ
た
回
帰
式
が
デ
ー
タ
情
報
の
約
五
七
ー
五
八
％
を
説
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
市
町
村
合
併
問
題
対
象
の
分
析

B
で

は、

B
|
1
が

O・
五
三
三
、

B
|
2
が

O・
五
二
二
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
約
五
ニ
ー
五
三
％
を
説
明
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

標
準
偏
回
帰
係
数
や

t
値
の
絶
対
値
が
、
従
属
変
数
に
対
す
る
各
独
立
変
数
の
影
響
度
を
示
し
て
い
る
。
各
係
数
の
正
負
の
符
号
は
、

効
果
の
方
向
を
表
し
て
お
り
、
正
の
値
の
場
合
は
、
投
票
率
上
昇
効
果
を
も
た
ら
す
変
数
、
負
の
場
合
は
、
投
票
率
低
下
効
果
を
も
た
ら

す
変
数
で
あ
る
。
正
の
値
で
あ
る
の
は
、
全
結
果
と
も
同
日
選
挙
ダ
ミ
ー
と
六
五
歳
以
上
人
口
構
成
比
の
二
つ
で
あ
り
、

で
あ
る
の
は
、
首
長
提
案
ダ
ミ
ー
、
成
立
要
件
ダ
ミ
ー
、
実
施
年
月
、
人
口
集
中
地
区
人
口
比
な
ど
で
あ
っ
た
。

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

（
七
八
五
）

一
方
、
負
の
値

(
1
)

投
票
率
は
も
と
も
と
比
率
デ
ー
タ
で
あ
り
、
値
が
一
定
の
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
投
票
率
デ
ー
タ
を
ロ

ジ
ッ
ト
変
換
し
た
も
の
を
用
い
た
分
析
を
も
行
う
こ
と
に
し
た
。
ロ
ジ
ッ
ト
変
換
し
た
デ
ー
タ
は
、
正
規
確
率
プ
ロ
ッ
ト
と
正
規
性
検
定
の
結
果

(Lilliefors test, 
p
 11 0
.
2
0
0
)

か
ら
判
断
し
て
、
正
規
分
布
に
よ
り
近
い
分
布
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

(
2
)

こ
の
区
分
け
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
迷
惑
施
設
問
題
で
は
な
い
ケ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
可
動
堰
一
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
す
べ
て
市
町
村
合
併
問

題
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
市
町
村
合
併
問
題
ダ
ミ
ー
変
数
（
テ
ー
マ
が
市
町
村
合
併
問
題
で
あ
る
1
1
1
、
否
I
I
O
)

と
い
う
も
の
は
、

言
わ
ば
単
に
、
迷
惑
施
設
問
題
ダ
ミ
ー
の
コ
ー
ド
を
ほ
ぼ
逆
に
し
た
だ
け
の
変
数
で
あ
る
と
言
え
る
た
め
、
分
析
に
は
投
入
し
て
い
な
い
。
な
お
、

確
認
の
た
め
、
全
ケ
ー
ス
を
対
象
と
し
た
分
析
A
で
、
迷
惑
施
設
問
題
ダ
ミ
ー
の
代
わ
り
に
市
町
村
合
併
問
題
ダ
ミ
ー
を
投
入
し
て
分
析
し
て
み

た
が
、
結
果
、
有
意
な
も
の
と
し
て
残
る
変
数
や
係
数
の
値
は
同
一
で
あ
っ
た
。

(
3
)

京
極
純
一
『
政
治
意
識
の
分
析
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）

N
「
戦
後
総
選
挙
に
お
け
る
投
票
行
動
」
一
八
一
ー
ニ
三
一
頁
、
田

中
善
一
郎
「
保
守
支
配
安
定
期
ー
—
_
第
二
九
、
三
0
、
三
一
回
総
選
挙
|
ー
＇
」
柚
正
夫
編
『
国
政
選
挙
と
政
党
政
治
』
（
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
、



関
法

第
五
四
巻
四
号

（
常
住
地
に
よ
る
人
口
）
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
）
所
収
、
五
八
ー
一

0
二
頁
、
田
中
善
一
郎
「
雨
の
選
挙
学
（
そ
の
1
)
|
ー
ー
第
三
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
分
析
ー
」

『
通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
一
三
巻
七
号
、
一
九
八
0
年
一

0
月
、
五

0
ー
五
八
頁
、
蒲
島
・
前
掲
書
、
第
六
章
「
年
齢
と
政
治
参
加
」
、
一
―
五
ー

―
―
ニ
ニ
頁
、
同
第
七
章
「
都
市
規
模
と
政
治
参
加
」
、
一
―
―
―
―
―
-
|
―
五
四
頁
、
宮
野
勝
「
総
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
説
明
」
『
社
会
学
評
論
』
四

0
巻
二
号
、
一
九
八
九
年
九
月
、
一
六
六
ー
一
七
九
頁
、
西
澤
由
隆
「
地
方
選
挙
に
お
け
る
投
票
率l

合
理
的
有
権
者
の
投
票
行
動
—
|
」

『
都
市
問
題
」
八
二
巻
一0
号
、
一
九
九
一
年
一
0
月
、
二
七
ー
四
四
頁
、
蒲
島
郁
夫
•
山
田
真
裕
「
地
域
特
性
と
投
票
率
百
町
村
別
統
計

デ
ー
タ
分
析
」
日
本
選
挙
学
会
編
『
棄
権
の
実
証
的
研
究
」
（
北
樹
出
版
、
一
九
九
二
年
）
所
収
第
一
章
、
六
ー
一
―
頁
、
山
田
真
裕
「
投
票
率

の
要
因
分
析
一
九
七
九
ー
八
六
年
総
選
挙
」
『
選
挙
研
究
』
七
号
、
一
九
九
二
年
、
一

0
0|
-
―
六
頁
、
石
上
•
前
掲
論
文
、
岡
田
浩
「
集

合
デ
ー
タ
に
よ
る
投
票
率
の
分
析
」
『
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
』
二
四
巻
、
二

0
0
0
年
三
月
、
一
四
九
ー
一
六
0
頁
、
岡
田
浩
「
選
挙
制
度

の
投
票
行
動
に
及
ぼ
す
影
舞
自
|
~
投
票
参
加
へ
の
影
響
を
中
心
に
」
岩
崎
正
洋
他
編
『
民
主
主
義
の
国
際
比
較
』
所
収
第
六
章
（
一
藝
社
、
二

O

0
0

年
）
、
河
野
勝
「
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
|
~
制
度
、
競
争
性
、
民
主
主
義
」
『
都
市
間
題
』
九
二
巻
一
0
号
、
二
0
0

一
年
一
〇

月
、
六
七
ー
八
五
頁
な
ど
。

(
4
)
住
民
基
本
台
帳
人
口
、
転
入
人
口
、
転
出
人
口
、
一
五
ー
ニ
九
歳
人
口
構
成
比
、
六
五
歳
以
上
人
口
構
成
比
（
以
上
は
『
住
民
基
本
台
帳
』
）
、

人
口
集
中
地
区
人
口
比
、
昼
夜
間
人
口
比
、
各
次
産
業
別
就
業
人
口
構
成
比
（
以
上
は
『
国
勢
調
査
』
）
、
公
債
費
負
担
比
率
、
財
政
力
指
数
、
経

常
収
支
比
率
（
以
上
は
『
市
町
村
別
決
算
状
況
調
』
）
の
デ
ー
タ
（
投
票
実
施
日
の
最
前
公
表
分
）
を
収
集
し
た
。
社
会
的
特
性
に
関
す
る
『
住

民
基
本
台
帳
」
デ
ー
タ
と
『
国
勢
調
査
』
デ
ー
タ
は
、
朝
日
新
聞
社
編
『
民
力
』
（
朝
日
新
聞
社
、
各
年
版
）
に
よ
っ
た
。
経
済
的
特
性
に
関
し

て
は
、
『
市
町
村
別
決
算
状
況
調
』
（
自
治
省
財
政
局
ま
た
は
総
務
省
自
治
財
政
局
財
務
調
査
課
、
各
年
度
）
に
よ
っ
た
。

(
5
)
京
極
•
前
掲
書
、
田
中
•
前
掲
論
文
（
両
方
）
、
蒲
島
•
前
掲
書
第
七
章
、
宮
野
•
前
掲
論
文
、
西
澤
•
前
掲
論
文
、
蒲
島
・
山
田
•
前
掲
論

文
、
山
田
•
前
掲
論
文
、
岡
田
•
前
掲
論
文
（
両
方
）
、
河
野
•
前
掲
論
文
参
照
。
他
に
、
投
票
率
研
究
で
は
な
い
が
、
選
挙
区
特
性
、
地
域
特

性
か
ら
投
票
行
動
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
小
林
良
彰
『
計
量
政
治
学
」
（
成
文
堂
、
一
九
八
五
年
）
第
一
部
「
地
域
特
性
と
投
禦
行
動
に
関

す
る
計
量
政
治
学
」
三
ー
九
七
頁
参
照
。

(
6
)
人
口
集
中
地
区

(
D
I
D
:
D
e
n
s
e
l
y
 I
n
h
a
b
i
t
e
d
 District)

人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
を
人
口
集
中
地
区
人
口
比

(
D
I
D
人
口
比
）
と
い

(
7
)

昼
夜
間
人
口
比
は
、
昼
間
人
口
（
従
業
地
・
通
学
地
に
よ
る
人
口
）
の
夜
間
人
口

一
七
0

（
七
八
六
）



そ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
、
含
意
を
探
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一七

(
8
)

転
入
人
口
比
と
転
出
人
口
比
は
そ
れ
ぞ
れ
、
転
入
人
口
の
自
治
体
全
人
口
に
占
め
る
割
合
、
転
出
人
口
の
自
治
体
全
人
口
に
占
め
る
割
合
を
計

算
し
た
。

(
9
)
六
五
歳
以
上
人
口
構
成
比
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
地
方
選
挙
は
、
西
澤
•
前
掲
論
文
、
衆
院
選
は
、
岡
田
•
前
掲
論
文
（
『
東
北
福
祉
大
学

研
究
紀
要
』
）
参
照
。

こ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
分
析
結
果
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
仮
説
の
検
証
や
分
析

結
果
の
解
釈
を
行
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
可
能
性
の
推
論
に
は
な
る
が
、
将
来
に
向
け
て
の
含
意
や
将
来
の
政
策
型

住
民
投
票
制
度
の
デ
ザ
イ
ン
構
想
に
関
し
て
何
ら
か
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
は
、
本
稿
の
メ
イ
ン
の
課
題
と
し
て
、
「
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
が
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
、

分
析
の
結
果
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
か
そ
れ
以
外
に
よ
る
実
施
か
を
表
す
首
長
提
案
ダ
ミ
ー
は
、
全
ケ
ー
ス
対
象
の
分
析
A
に
お
い

て
も
、
市
町
村
合
併
問
題
の
ケ
ー
ス
の
み
を
対
象
と
し
た
分
析
B
に
お
い
て
も
、
有
意
な
変
数
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
細
か
く
見
て
み
る

と
、
分
析
結
果
Aー

1
、
A
|
2
、
B

ー

1
で
は
一
％
水
準
で
有
意
で
あ
り
、

B
ー

2
で
は
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
っ
た
。
標
準
偏
回
婦

係
数
や
t
値
に
基
づ
い
て
、
従
属
変
数
で
あ
る
投
票
率
に
対
す
る
そ
の
影
響
度
を
他
の
独
立
変
数
と
比
較
し
て
み
る
と
、

Aー

2
で
は
同

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

曰
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
に
つ
い
て
の
考
察
と
含
意

四

考

察

（
七
八
七
）



第
五
四
巻
四
号

影
響
力
で
あ
っ
た
。

一
方
、
そ
れ
以
外
の
分
析
結
果
A
ー

1
、

は
、
最
も
投
票
率
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

請
求
の
場
合
に
比
べ
て
平
均
投
票
率
で
約
四
・
六
ー
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
低
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

（
七
八
八
）

日
選
挙
ダ
ミ
ー
よ
り
も
わ
ず
か
に
小
さ
く
、
社
会
経
済
的
特
性
を
表
す
制
御
変
数
や
住
民
投
票
の
そ
の
他
の
要
素
を
除
け
ば
、
二
番
目
の

B
|
1
、
B
|
2
で
は
、
同
日
選
挙
ダ
ミ
ー
や
成
立
要
件
ダ
ミ
ー
よ
り
も

合
的
に
評
価
す
れ
ば
、
政
策
型
住
民
投
票
の
実
施
に
際
し
て
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
か
否
か
は
、
今
考
え
ら
れ
る
範
囲
の
要
因
の
中
で

そ
し
て
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
か
否
か
が
投
票
率
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
影
響
力
を
具
体
的
な
数
値
で
示
す
と
す
る
と
、
分
析
結
果
A

ー

1
と
B
ー

1
の
偏
回
帰
係
数
に
基
つ
け
ば
、
そ
の
他
の
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
は
議
員
提
案
や
直
接

以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
本
稿
の
主
た
る
課
題
で
あ
っ
た
「
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
が
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
い
う
仮

説
は
、
現
時
点
ま
で
の
実
施
デ
ー
タ
と
現
段
階
で
考
慮
し
た
条
件
下
に
お
い
て
は
、
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
、
少
な
く
と
も
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
の
場
合
の
投
票
率
が
他
の
ニ
パ
タ
ー
ン
の
場
合
に
比
べ
て
現
状
で
は
統
計
的
に
低
い

傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
今
回
の
こ
の
結
果
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な

単
純
に
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
恐
ら
く
、
住
民
投
票
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
住
民
投
票
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
中
で
、
実
際

の
結
果
の
デ
ー
タ
か
ら
、
首
長
提
案
で
実
施
さ
れ
る
住
民
投
票
に
お
い
て
、
住
民
の
関
心
が
高
く
な
い
タ
イ
プ
の
住
民
投
票
が
現
に
よ
り

多
く
存
在
し
て
い
た
と
い
う
傾
向
的
事
実
が
確
認
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
な
ぜ
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
の

方
が
よ
り
関
心
が
高
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
間
に
対
す
る
回
答
は
、
今
回
の
集
計
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
結
果
か
ら
だ
け
で
は
正
確

る
の
だ
ろ
う
か
。
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
推
考
し
て
み
た
い
。

影
響
度
は
大
き
く
、
社
会
経
済
的
特
性
を
表
す
制
御
変
数
以
外
で
は
、

関
法

一
番
の
影
響
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
総

一
七



に
用
意
で
き
な
い
わ
け
だ
が
、
事
例
分
析
か
ら
簡
単
に
推
測
し
て
み
れ
ば
、
若
干
前
述
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
例
え
ば
、
首
長
提
案
に
よ

る
住
民
投
票
の
中
に
は
、
住
民
に
対
す
る
意
向
確
認
・
意
向
調
査
的
な
事
例
も
存
在
す
る
と
か
、
首
長
や
議
会
の
政
策
判
断
か
ら
の
責
任

回
避
的
な
事
例
も
存
在
す
る
と
か
、
住
民
か
ら
住
民
投
票
の
要
望
が
全
く
な
く
わ
ざ
わ
ざ
住
民
に
問
う
必
然
性
が
乏
し
い
事
例
も
存
在
す

る
と
か
、
ま
た
は
、
首
長
提
案
は
行
政
主
導
の
投
票
運
動
と
な
り
、
立
場
上
中
立
的
態
度
を
求
め
ら
れ
る
首
長
が
運
動
の
主
体
と
な
り
に

く
く
、
盛
り
上
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
な
説
明
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
の
説
明
の
中
か
ら
、
も
し
、
首
長
提
案
・
低
投
票
率
の
ケ
ー
ス
の
多
く
が
意
向
確
認
・
意
見
調
査
型
の
住
民
投
票
で
あ
っ
た
と

捉
え
る
な
ら
ば
、
人
に
よ
っ
て
は
、
逆
か
ら
読
み
替
え
て
、
「
意
向
確
認
・
意
見
調
査
型
で
あ
る
か
ら
、
首
長
提
案
な
の
で
あ
り
、
そ
し

て
、
関
心
も
低
く
投
票
率
も
低
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
当
然
の
結
果
で
あ
り
、
何
ら
問
題
は
な
い
。
そ
う
い
う
タ
イ
プ
の
住
民
投
票
が

あ
っ
て
も
良
い
は
ず
だ
」
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
は
、
「
住
民
か
ら
政
策
課
題
に
対
す
る
意
見
を
出
し
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
、

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
あ
え
て
住
民
投
票
を
実
施
す
る
。
だ
か
ら
、
首
長
提
案
な
の
で
あ
り
、
関
心
が
低
く
て
も
仕
方
が
な
く
、

結
果
と
し
て
投
票
率
も
さ
ほ
ど
高
く
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
元
を
辿
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
意
向
確

認
・
意
見
調
査
や
住
民
の
関
心
喚
起
が
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
住
民
投
票
に
行
き
着
く
前
に
な
す
べ
き
こ
と
、
取
る
べ
き
方
法
、
す
な
わ

ち
、
住
民
投
票
以
外
の
既
存
の
手
段
・
ル
ー
ト
•
制
度
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
よ
り
活
性
化
し
利
用
す
る
こ
と
を
先
に
検
討
す

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

一
方
で
、
他
の
捉
え
方
や
他
の
説
明
が
全
面
的
に
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
今
回
の
分
析
結
果
の
み

か
ら
、
短
絡
的
に
「
首
長
提
案
で
は
関
心
が
乏
し
く
、
住
民
の
間
で
十
分
な
議
論
や
熟
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
首
長
提
案
に
よ
る

実
施
は
良
く
な
い
」
と
い
う
示
唆
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
実
質
的
で
有
意
義
な
政
策
型
住
民
投
票
の
運
用
を
目
指
し

て
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
望
ま
し
い
の
か
望
ま
し
く
な
い
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

一
七
三

（
七
八
九
）



数
と
し
て
首
長
提
案
が
多
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
（
表
3
参
照
）
。

今
後
も
続
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

第
五
四
巻
四
号

（
七
九
O
)

そ
こ
で
次
に
、
今
後
に
向
け
て
、
現
在
の
住
民
投
票
の
首
長
提
案
そ
の
事
自
体
、
ま
た
は
、
将
来
の
制
度
で
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
、
議

会
の
議
決
な
し
に
首
長
が
住
民
投
票
の
実
施
を
決
定
す
る
形
の
首
長
発
議
に
つ
い
て
、
分
析
結
果
か
ら
少
し
離
れ
て
考
え
て
み
た
い
。

政
策
型
住
民
投
票
が
法
制
度
化
さ
れ
ず
現
状
の
仕
組
み
が
続
く
場
合
、
圧
倒
的
に
多
く
の
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
の
な
い
自
治
体
で

の
、
個
別
具
体
的
な
住
民
投
票
条
例
の
請
求
提
案
を
想
定
す
る
と
、
そ
の
条
例
の
可
決
否
決
と
投
票
実
施
の
可
否
は
、
議
会
多
数
派
と
首

長
の
意
向
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
議
会
と
首
長
の
意
思
が
実
施
に
関
し
て
一
致
し
て
い
る
場
合
に
は
実
施
に
至
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の

場
合
は
恐
ら
く
首
長
提
案
の
形
と
な
る
た
め
、
実
施
ケ
ー
ス
に
占
め
る
首
長
提
案
の
割
合
が
多
い
と
い
う
傾
向
（
表
2
参
照
）

は
自
ず
と

ま
た
、
住
民
投
票
に
委
ね
ら
れ
る
テ
ー
マ
内
容
と
の
関
係
で
も
、
そ
う
し
た
傾
向
の
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
西
欧
諸
国
に
お
け
る

政
府
提
案
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
分
析
し
た
モ
レ
ル
に
よ
る
と
、
従
来
の
分
裂
を
越
え
た
新
し
い
政
治
的
争
点
（
原
子

力
な
ど
）

の
噴
出
が
、
新
た
な
分
裂
を
政
党
や
投
票
者
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
を
中
和
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
政
府
提
案
レ
フ
ァ
レ
ン

(
2
)
 

ダ
ム
の
増
加
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
モ
レ
ル
は
こ
れ
は
不
可
避
な
傾
向
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
が
、
我
が
国
で
は
現
状

の
仕
組
み
を
考
え
る
と
予
測
は
難
し
い
。
我
が
国
の
状
況
下
で
の
、
テ
ー
マ
と
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
と
の
間
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
請
求

提
案
事
例
全
体
で
は
、
迷
惑
施
設
問
題
に
直
接
請
求
の
割
合
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
が
、
実
施
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
市
町
村

合
併
問
題
が
絶
対
数
と
し
て
多
い
の
で
、
テ
ー
マ
の
傾
向
ゆ
え
に
首
長
提
案
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
が
、

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
首
長
提
案
が
多
い
傾
向
が
続
け
ば
、
次
の
よ
う
な
懸
念
の
可
能
性
が
あ
る
。
杞
憂
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
の

□
首
長
提
案
•
首
長
発
議
に
関
す
る
示
唆

関
法

一
七
四



政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率
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よ
う
な
経
緯
で
あ
れ
首
長
提
案
の
割
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
の
分
析
結
果
か
ら
の
推
測
で
は
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
平
均
投
票

率
が
低
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
状
況
を
捉
え
て
政
策
型
住
民
投
票
不
要
論
、
制
度
化
検
討
不
要
論
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
な
の
が
、
現
在
ま
た
は
将
来
の
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
の
政
策
型

住
民
投
票
し
か
実
施
し
な
い
よ
う
な
制
度
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
簡
単
な
話
で
は
な
い
が
、
対
象
事
項
の
範
囲
・
内
容
と
と

も
に
、
発
議
権
者
の
範
囲
を
も
慎
重
に
議
論
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
懐
疑
的
に
考
え
る
と
、
今
の
仕
組
み
上
の
首
長
提
案
、
延
い
て
は
、
将
来
の
制
度
上
の
首
長
発
議
に
は
、
何
ら

か
の
問
題
性
が
潜
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
の
疑
念
を
抱
い
て
し
ま
う
。
こ
こ
ま
で
言
及
し
て
き
た
現
在
の
仕
組
み
上
の
首
長
提
案

と
は
、
あ
く
ま
で
も
住
民
投
票
条
例
案
の
議
会
へ
の
提
案
で
あ
り
、
議
会
の
審
議
と
い
う
段
階
を
経
る
わ
け
だ
が
、
将
来
の
政
策
型
住
民

投
票
制
度
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
恐
ら
く
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
か
し
な
い
か
の
決
定
が
、
住
民
発
議
、
議
会
発
議
、
首
長
発
議
等

に
よ
っ
て
即
時
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
発
議
や
首
長
発
議
で
は
議
会
の
審
議
を
経
な
い
手
続
き
が
想
定
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う

に
、
住
民
投
票
の
実
施
そ
の
も
の
の
発
議
権
を
誰
が
有
す
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な
れ
ば
、
首
長
発
議
の
問
題
性
は
、
よ
り
重
要
性
を
増

し
、
特
に
検
討
す
べ
き
論
点
で
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
首
長
発
議
を
禁
止
•
制
限
す
る
の
か
、
ま
た
は
住
民
発
議
を
ど
の
よ
う
な
条

件
で
制
限
す
る
の
か
、
ま
た
は
首
長
発
議
、
議
会
発
議
、
住
民
発
議
す
べ
て
を
認
め
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
で
あ
り
、
特
に
、
首
長
発
議

(
4
)
 

に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
意
味
合
い
で
の
い
わ
ゆ
る
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
に
該
当
す
る
よ
う
な
恣
意
的
都
合
主
義
的
な
使
用
方
法
、
頭
越
し
の

議
会
軽
視
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
住
民
発
議
や
議
会
発
議
に
つ
い
て
も
制
度
濫
用
の
危
険
性
は
否
定
で
き
ず
、
首
長
発
議
だ

け
に
問
題
が
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
首
長
提
案
・
首
長
主
導
の
場
合
の
低
投
票
率
．
低
関
心
と
い
う
本
稿
の
分
析
結
果
か
ら
見
て
も
、

首
長
一
人
の
判
断
に
基
づ
く
首
長
発
議
の
是
非
は
、
熟
考
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
制
度
設
計
上
、
発

（
七
九
一
）



よ
っ
て
議
論
の
素
材
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
五
四
巻
四
号

（
七
九
二
）

議
権
者
の
問
題
は
、
法
律
学
や
行
政
学
の
分
野
で
よ
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。
議
会
も
首
長
も
、
住
民
か
ら
直
接
選
出
さ
れ
た
存
在
で
あ
る

(
6
)
 

と
い
う
二
元
代
表
制
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
発
議
だ
け
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
議
会
発
議
に
つ
い
て
は
、
表
決
に
必
要

な
議
員
数
の
割
合
に
よ
る
制
限
、
首
長
発
議
に
つ
い
て
は
、
対
象
事
項
に
よ
る
制
限
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
後
も
慎
重
な
検
討

一
方
、
現
実
は
一
部
で
少
し
先
に
進
ん
で
お
り
、
二

0
0
四
年
三
月
末
時
点
で
一
―
一
の
自
治
体
で
す
で
に
制
定
さ
れ
た
常
設
型
住
民
投

票
条
例
は
、
首
長
発
議
、
議
会
発
議
、
住
民
発
議
す
べ
て
認
め
る
タ
イ
プ
の
条
例
と
住
民
発
議
の
み
認
め
る
タ
イ
プ
の
条
例
と
に
分
か
れ

(
8
)
 

て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
条
例
で
は
、
首
長
発
議
と
住
民
発
議
（
一
定
数
の
署
名
が
必
要
）
は
、
議
会
の
議
決
な
し
に
住
民
投
票
を
実

―
二
自
治
体
の
う
ち
、
首
長
発
議
、
議
会
発
議
、
住
民
発
議
す
べ
て
認
め
る
条
例
の
方
が
九
市
町

と
多
い
も
の
の
、
住
民
発
議
の
み
と
す
る
条
例
も
三
市
（
広
島
県
広
島
市
、
群
馬
県
桐
生
市
、
広
島
県
大
竹
市
）
で
制
定
さ
れ
て
お
り
、

(
9
)
 

こ
れ
ら
後
者
の
制
定
過
程
で
は
、
興
味
深
い
経
緯
が
見
ら
れ
た
。
広
島
市
で
は
、
三
タ
イ
プ
の
発
議
す
べ
て
認
め
る
形
の
首
長
提
案
の
条

例
案
が
、
議
会
で
の
修
正
可
決
に
よ
っ
て
、
首
長
発
議
と
議
会
発
議
が
削
除
さ
れ
、
住
民
発
議
の
み
と
な
っ
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
〔
議

会
最
大
会
派
な
ど
の
主
流
派
で
あ
る
〕
提
案
者
側
は
、
発
議
権
を
市
民
に
限
定
し
た
理
由
を
『
議
会
や
市
長
は
、
政
策
立
案
、
執
行
す
る

(lo) 

権
限
を
行
使
す
る
中
で
民
意
の
把
握
に
努
め
る
べ
き
だ
』
と
説
明
」
し
た
と
い
う
。
大
竹
市
で
も
、
広
島
市
と
よ
く
似
た
経
緯
が
あ
り
、

(11) 

「
『
独
断
に
よ
る
住
民
投
票
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
』
と
議
員
の
不
満
の
強
か
っ
た
」
首
長
発
議
な
ど
を
削
除
し
て
住
民
発
議
に
限
定
し

た
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
が
示
唆
し
て
い
る
の
も
、
首
長
発
議
へ
の
懐
疑
的
見
方
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
慎
重
な

議
論
の
必
要
性
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
も
し
、
こ
れ
ら
常
設
型
条
例
に
よ
る
各
発
議
の
実
施
ケ
ー
ス
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
、
分
析
に

施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

が
必
要
で
あ
る
。

関
法

一
七
六



高
い
と
い
う
推
定
結
果
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
そ
の
他
の
制
度
的
条
件
に
関
し
て
、
将
来
の
制
度
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
上
で
の
い
く
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

分
析
結
果
を
簡
単
に
説
明
し
て
考
察
し
、
さ
ら
に
分
析
結
果
か
ら
離
れ
て
若
干
議
論
し
て
お
き
た
い
。

一
七
七

ま
ず
、
同

B
選
挙
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
同
日
に
通
常
の
選
挙
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
る
投
票
率
の
差
異
に
つ
い
て
の
単
純

な
二
変
量
解
析
で
は
、
同
日
選
挙
な
し
の
方
が
平
均
値
で
約
一

0
ポ
イ
ン
ト
高
い
と
い
う
予
想
外
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
多
変
量
解
析
で

は
、
同
日
選
挙
ダ
ミ
ー
は
分
析
結
果
A
|
1
、
B
I
1
、
B
_
,
2
で
は
五
％
で
有
意
、
分
析
結
果
A
|
2
で
は
一
％
で
有
意
な
変
数
で
あ

り
、
ど
れ
も
効
果
は
正
の
向
き
を
示
し
て
お
り
、
結
局
、
同
日
に
通
常
の
選
挙
が
あ
っ
た
方
が
投
票
率
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

測
は
、
こ
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
果
A
|
1
と
B
|
1
に
よ
れ
ば
、
同
日
選
挙
で
あ
っ
た
場
合

の
方
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
通
常
選
挙
と
同
日
に
住
民
投
票
を
実
施
し
た
場
合
の
方
が
、
平
均
で
約
六
・
ニ
ー
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
投
票
率
が

分
析
結
果
か
ら
離
れ
て
考
え
て
み
る
と
、
通
常
の
選
挙
は
、
頻
繁
に
ま
た
は
都
合
良
く
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
住
民
投
票

を
何
ら
か
の
選
挙
と
同
日
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の

一
方
策
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
も
し
、
住
民
投
票
が
常
態
化
し
て
き
た
場
合
、
選
挙
と
住
民
投
票
が
別
々
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
投
票
疲
れ
の
懸
念
も
あ
り
う
る
の
で
、
そ
の
意
味
か
ら
も
、
同
日
実
施
を
積
極
的
に
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
同
日
実
施
に
は
、
実
務
上
の
問
題
が
伴
う
。
通
常
の
選
挙
と
、
永
住
外
国
人
や
未
成
年
に
投
票
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

住
民
投
票
と
で
は
、
投
票
資
格
者
・
有
権
者
の
範
囲
が
異
な
る
た
め
、
投
票
所
の
区
別
の
配
慮
な
ど
準
備
や
事
務
手
続
き
が
煩
雑
と
な
る
。

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

同
日
選
挙
に
つ
い
て

□
そ
の
他
の
制
度
的
条
件
に
つ
い
て
の
考
察
と
議
論

（
七
九
三
）



第
五
四
巻
四
号

-
％
水
準
で
は
有
意
で
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
変
数
は
、

ま
た
、
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
挙
運
動
と
、
条
例
に
基
づ
く
比
較
的
自
由
な
投
票
運
動
と
が
混
在
す
る
た
め
、
そ
の
判
別
が
難
し
く
、

選
挙
違
反
の
取
り
締
ま
り
が
困
難
に
な
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
現
に
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
の
中
に
は
、
同

(12) 

日
選
挙
を
行
わ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
条
例
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
愛
知
県
高
浜
市
で
は
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
の
改

正
の
際
に
、
投
票
資
格
者
の
範
囲
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
同
日
投
票
に
関
す
る
規
定
を
廃
止
し
た
。
結
局
、
間
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
緊
急

度
に
も
よ
る
が
、
有
権
者
•
投
票
資
格
者
の
範
囲
の
差
異
の
程
度
を
考
慮
し
つ
つ
、
同
日
実
施
と
単
独
複
数
実
施
と
の
コ
ス
ト
比
較
を
し

て
、
そ
の
都
度
、
実
施
時
期
・
方
法
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

議
決
日
か
ら
実
施
日
ま
で
の
日
数

い
つ
実
施
す
る
か
に
関
連
す
る
要
素
と
し
て
、
議
決
日
か
ら
実
施
日
ま
で
の
日
数
、
す
な
わ
ち
、
議
決
日
か
ら
何
ヶ
月
後
、
何
日
後
に

実
施
す
る
の
か
と
い
う
条
件
設
定
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
分
析
結
果
A
|
2
で
、
議
決
日
実
施
日
間
の
日
数
と
い
う
変
数
が
、
五
％

水
準
で
有
意
な
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
た
が
、
影
響
度
は
相
対
的
に
小
さ
く
、

他
の
分
析
結
果
で
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

A
|
2
の
結
果
で
は
係
数
が
負
の
値
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
の
結
果
か
ら
は
一
概
に
、

日
数
が
長
い
と
投
票
率
が
下
が
る
と
は
言
え
な
い
し
、
ま
た
そ
の
逆
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
七
九
四
）

そ
も
そ
も
、
議
会
で
条
例
が
議
決
さ
れ
て
か
ら
投
票
日
ま
で
の
期
間
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
テ
ー
マ
の
問
題
に
つ
い
て
の
行
政
や
議

員
や
運
動
団
体
に
よ
る
広
報
周
知
、
判
断
材
料
の
提
供
、
政
策
主
張
の
活
動
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
地
域
ご
と
の
対
話
集
会
・
勉
強
会

で
あ
っ
た
り
、
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
演
説
討
論
会
で
あ
っ
た
り
、
広
報
誌
や
チ
ラ
シ
、
街
頭
宣
伝
、
戸
別
訪
問
、
現
地
視
察
ツ

ア
ー
な
ど
で
あ
ろ
う
。
単
純
に
考
え
れ
ば
、
投
票
日
ま
で
の
日
数
が
長
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
活
動
が
徹
底
化
さ
れ
、
問
題
や
選
択
肢
に
対
す

る
住
民
の
理
解
度
も
関
心
も
増
し
、
投
票
率
も
上
昇
す
る
と
予
想
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
候
補
者
選
挙
に
比
べ
、
事
業
や

関
法

一
七
八



成
立
要
件
の
有
無

か
ら
三
ヶ
月
を
通
常
範
囲
と
し
て
設
定
す
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

一
七
九

-
％
水
準
で
は
有
意
で
な
く
、
そ
の
他
の
分
析
結
果
で
は
採
用
さ
れ
な

政
策
に
つ
い
て
の
民
意
を
問
う
政
策
型
住
民
投
票
に
お
い
て
は
、
未
知
の
問
題
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
投
票
者
は
、
通
常
の
選
挙
以
上
に

問
題
や
選
択
肢
に
関
す
る
情
報
を
獲
得
す
る
か
、
政
治
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
支
持
や
推
薦
の
情
報
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
何
ら
党
派
的
な

(13) 

ラ
ベ
ル
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
さ
ら
に
判
断
の
手
掛
か
り
が
乏
し
く
な
る
な
ど
、
「
情
報
コ
ス
ト
」
が
高
い
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方

で
は
、
短
期
間
の
方
が
集
中
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、
よ
り
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

す
べ
て
の
条
例
が
、
公
布
日
か
ら
何
日
以
内
に
実
施
す
る
と
い
っ
た
形
で
実
施
期
限
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
際
の
結
果
と

し
て
の
日
数
の
デ
ー
タ
は
、
最
短
一
八
日
、
最
長
一
二
五
七
日
、
平
均
値
九
0
•
四
日
、
中
央
値
六
七
・
五
日
で
あ
り
、

1
0
0
日
以
内
の

ケ
ー
ス
で
七

O・
五
％
を
占
め
る
分
布
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
自
治
体
規
模
に
応
じ
て
、

二
変
量
解
析
で
は
有
意
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
成
立
要
件
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
多
変
量
解
析
で
は
、
分
析
結
果
A
I
1
で
、
成
立
要

件
ダ
ミ
ー
が
五
％
水
準
で
有
意
な
変
数
と
し
て
選
択
さ
れ
た
が
、

か
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
成
立
要
件
の
有
無
が
投
票
率
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
実
施
事
例
か
ら
の
結
果
的
な
統
計
的
推
定
で
あ
っ
て
、
成
立
要
件
自
体
を
考
え
る
上
で
は
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
実
際
に
設
定
さ
れ
た
成
立
要
件
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
、
投
票
率
何
％
と
い
う
形
の

要
件
設
定
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
形
、
例
え
ば
、
得
票
率
や
絶
対
得
票
率
を
基
準
と
す
る
成
立
要
件
が
も
た
ら
し
う
る
影

響
は
、
今
後
事
例
が
重
ね
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
な
い
限
り
、
分
か
ら
な
い
。
ま
た
一
方
で
、
選
挙
や
解
職
・
解
散
の
住
民
投
票
で
は

成
立
要
件
の
規
定
は
存
在
し
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
、
な
ぜ
政
策
型
住
民
投
票
で
は
成
立
要
件
を
設
け
る
の
か
と
い
っ
た
疑
問
や
、

政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

（
七
九
五
）

一
ヶ
月



第
五
四
巻
四
号

設
け
る
場
合
の
要
件
内
容
の
加
減
に
つ
い
て
は
、
住
民
投
票
の
実
施
意
義
、
濫
用
の
防
止
、
投
票
結
果
の
効
力
の
正
当
性
な
ど
の
観
点
か

ら
、
規
範
的
に
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
低
い
関
心
と
乏
し
い
参
加
状
況
に
お
い
て
投
票
実
施
提
案
者
の
恣
意
的
誘
導

的
結
果
と
な
る
危
険
性
を
憂
慮
し
、
直
接
民
意
が
表
出
さ
れ
結
果
に
そ
れ
相
当
の
重
み
が
生
じ
る
住
民
投
票
に
お
い
て
は
、
将
来
の
制
度

デ
ザ
イ
ン
、
特
に
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
制
度
デ
ザ
イ
ン
の
場
合
、
何
ら
か
の
成
立
要
件
を
設
定
す
る
こ
と
は
積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
べ

選
択
肢
の
数

最
後
に
、
選
択
肢
の
数
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
の
変
数
は
、
す
べ
て
の
分
析
の
結
果
に
お
い
て
、
変
数
減
少
法
の
除
去
基
準
に
基
づ
い
て

除
去
さ
れ
て
お
り
、
有
意
な
変
数
で
な
く
、
こ
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
は
、
投
票
率
に
対
す
る
影
響
は
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
選
択
肢
の
数
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
者
択
一
形
式
の
方
が
、
投

票
す
る
住
民
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
く
判
断
も
し
や
す
く
、
ま
た
、
は
っ
き
り
し
た
明
確
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
好
ま
し
く
、
逆
に
、

選
択
肢
が
多
い
と
得
票
数
が
接
近
し
て
し
ま
い
、
結
果
を
分
か
り
に
く
く
す
る
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
接
戦
結
果
が
直
接
の

原
因
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
四
つ
の
選
択
肢
を
設
け
た
岡
山
県
久
米
南
町
で
は
、
投
票
実
施
後
の
議
会
に
お
い
て
、
二
位
選
択
肢

（
一
位
と
は
一
七
八
票
差
）

で
あ
っ
た
合
併
検
討
相
手
先
自
治
体
と
の
合
併
法
定
協
議
会
の
設
置
議
案
が
可
決
さ
れ
、
住
民
投
票
の
投
票

(14) 

結
果
と
は
異
な
る
決
定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
ま
た
、
別
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
名
護
市
の
よ
う
に
、
直
接
請
求
案
で

は
二
者
択
一
で
あ
っ
た
も
の
を
議
会
に
お
い
て
解
釈
の
自
由
度
の
高
い
曖
昧
な
中
間
的
選
択
肢
を
加
え
た
四
者
択
一
に
恣
意
的
に
修
正
可

(15) 

決
し
た
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
完
全
に
二
者
択
一
で
行
う
べ
き
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
、
滋
賀
県
米
原
町
の
よ

(16) 

う
に
、
複
数
の
合
併
検
討
相
手
先
自
治
体
が
確
固
と
し
て
存
在
し
た
場
合
な
ど
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
選
択
肢
に
採
用
す
る
の
が
自
然
で

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

関
法

一
八

0

（
七
九
六
）



政
策
型
住
民
投
票
の
投
票
率

一
八

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
特
例
を
除
け
ば
、
三
つ
以
上
の
選
択
肢
の
候
補
が
あ
る
場
合
は
事
前
審
議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
選
択
肢
を
絞
る
な
ど
し
て
、

で
き
る
限
り
二
者
択
一
形
式
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
1
)
実
施
さ
れ
た
多
数
の
住
民
投
票
を
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
試
み
と
し
て
、
上
田
•
前
掲
書
、
三
九
ー
五

0
頁
、
二
0
七
ー
ニ
0
八
頁
、

河
村
和
徳
「
市
町
村
合
併
に
係
る
住
民
投
票
制
度
の
課
題
」
『
都
市
問
題
』
九
五
巻
七
号
、
二

0
0
四
年
七
月
、
七
七
ー
八
七
頁
な
ど
。

(
2
)
 
L
a
u
r
e
n
c
e
 
M
o
r
e
l
, 
"
T
h
e
 
Rise 
of 
Government-Initiated 
R
e
f
e
r
e
n
d
u
m
s
 
in 
C
o
n
s
o
l
i
d
a
t
e
d 
D
e
m
o
c
r
a
c
i
e
s
,
"
 
R
e
f
e
r
e
n
d
u
m
 

Democrac:>, こ

Citizens,
Elites a
n
d
 Deliberation in 
R
e
f
e
r
e
n
d
u
m
 C
a
m冷
ミ
母

g
edited b
y
 M
a
t
t
h
e
w
 M
e
n
d
e
l
s
o
h
n
 a
n
d
 A
n
d
r
e
w
 Par-

kin, Palgrave, 2
0
0
1
,
 p
p
.
 4
7
-
6
4
.
 

(
3
)
脇
坂
•
前
掲
論
文
、
九
0
頁
参
照
。

(
4
)
上
田
•
前
掲
書
、
二

0
五
頁
参
照
。

(
5
)
辻
村
み
よ
子
「
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ム
と
議
会
の
役
割
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一

0
二
ニ
号
、
一
九
九
三
年
五
月
、
―
二
三

l
―
二
八
頁
、
辻
村
み
よ

子
「
『
住
民
投
票
』
の
憲
法
的
意
義
と
課
題
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
―

1
0
三
号
、
一
九
九
六
年
―
二
月
、
三
四
ー
四
0
頁
、
阿
部
泰
隆
「
住
民
投
票

制
度
の
一
考
察
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
―

1
0
―
二
号
、
一
九
九
六
年
―
二
月
、
四
一
ー
四
八
頁
、
藤
原
静
雄
「
住
民
投
票
の
制
度
設
計
」
『
都
市
問

題
』
八
八
巻
二
号
、
一
九
九
七
年
二
月
、
七
九
ー
九
0
頁
、
森
田
朗
「
地
方
自
治
と
民
主
主
義
ー
|
住
民
投
票
制
度
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
都
市

問
題
研
究
』
四
九
巻
三
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
三

O
I四
二
頁
、
福
岡
英
明
「
住
民
投
票
制
度
と
地
方
民
主
主
義
の
可
能
性
ー
|
'
住
民
自
治
の

拡
大
と
し
て
の
地
方
分
権
の
視
点
を
踏
ま
え
て
ー
~
」
『
高
岡
法
学
』
九
巻
一
号
、
一
九
九
七
年
―
二
月
、
三
五
ー
九
二
頁
、
三
本
木
健
治
「
住

民
投
票
の
法
的
構
成
に
関
す
る
論
点
」
『
法
律
の
ひ
ろ
ば
』
五
二
巻
八
号
、
一
九
九
九
年
八
月
、
一
六
ー
ニ
―
頁
、
木
下
英
敏
「
住
民
投
票
制
度

の
諸
問
題
（
二
）
」
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
四
八
巻
一

0
号
、
一
九
九
八
年
一

0
月
、
五
ー
五
七
頁
、
村
上
芳
夫
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
住
民
投
票

条
例
制
定
の
問
題
点
|
|
5
W
1
H
ー
_
_
 」
新
藤
編
著
•
前
掲
書
所
収
第
五
章
、
一
六
三
ー
ニ
―
―
頁
、
折
田
泰
宏
「
住
民
投
票
条
例
の
法
制
度

化
の
検
討
」
『
月
刊
自
治
研
』
四
一
巻
通
巻
四
八
一
号
、
一
九
九
九
年
一

0
月
、
三
三
ー
四
一
頁
、
富
野
暉
一
郎
「
住
民
投
票
条
例
か
ら
地
方
自

治
を
考
え
る
市
民
主
体
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
」
『
地
方
自
治
職
員
研
修
』
三
三
巻
五
号
、
二

0
0
0
年
五
月
、
二
四
ー
ニ
七
頁
、

大
杉
洋
「
日
本
に
お
け
る
住
民
投
票
の
実
例
」
森
田
・
村
上
編
・
前
掲
書
所
収
‘
―
二
四
ー
一
五
四
頁
な
ど
。

(
6
)
森
田
•
前
掲
論
文
、
三
六
頁
、
木
下
•
前
掲
論
文
、
四
五
ー
四
六
頁
、
村
上
•
前
掲
論
文
、
一
七
八
頁
参
照
。

（
七
九
七
）



(16) 
(
7
)
阿
部
・
前
掲
論
文
、
四
七
頁
、
藤
原
•
前
掲
論
文
、
八
六
頁
、
福
岡
・
前
掲
論
文
、
六
七
頁
、
村
上
•
前
掲
論
文
、
一
七
八
頁
。

(
8
)
二

0
0
四
年
三
月
末
時
点
で
、
愛
知
県
高
浜
市
、
群
馬
県
境
町
、
埼
限
県
富
士
見
市
、
広
島
県
広
島
市
、
岡
山
県
哲
西
町
、
埼
玉
県
美
里
町
、

群
馬
県
桐
生
市
、
香
川
県
三
野
町
、
石
川
県
押
水
町
、
広
島
県
大
竹
市
、
山
口
県
岩
国
市
、
千
葉
県
我
孫
子
市
の
―
二
自
治
体
で
制
定
さ
れ
て
い

る
。
常
設
型
条
例
の
件
数
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
野
口
暢
子
「
常
設
型
住
民
投
票
条
例
を
め
ぐ
る
論
点
首
長
・
議
会
・
住
民
の
建
設
的
関
係
の

構
築
に
向
け
て
」
『
住
民
参
加
の
考
え
方
・
す
す
め
方
自
治
を
深
化
さ
せ
る
方
法
論
』
（
『
地
方
自
治
職
員
研
修
』
臨
時
増
刊
七
四
号
）
一
二
六
巻

通
巻
五
0
五
号
、
二

0
0
1
―
一
年
―
一
月
、
九
0
ー
九
九
頁
や
新
聞
記
事
な
ど
に
よ
る
。

(
9
)
な
お
、
桐
生
市
で
は
、
改
選
前
の
議
会
に
て
首
長
提
案
さ
れ
否
決
さ
れ
た
条
例
案
（
三
タ
イ
プ
の
発
議
す
べ
て
認
め
る
形
）
を
撤
回
し
、
首
長

発
議
と
議
会
発
議
を
外
し
て
再
提
案
さ
れ
た
条
例
案
が
可
決
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
『
毎
日
新
聞
』
二

0
0
三
年
六
月
ニ
―
日
付
地
方
版

（
群
馬
）
朝
刊
参
照
。

(10)

『
中
国
新
聞
』
二

0
0
三
年
一
二
月
一
九
日
付
朝
刊
。

(11)

『
中
国
新
聞
』
二

0
0
三
年
―
―
一
月
―
一
日
付
朝
刊
。
『
中
国
新
聞
』
二

0
0
三
年
―
二
月
二
三
日
付
朝
刊
参
照
。

(12)

愛
知
県
高
浜
市
（
改
正
）
住
民
投
票
条
例
、
岡
山
県
哲
西
町
住
民
投
票
条
例
、
香
川
県
三
野
町
ま
ち
づ
く
り
住
民
投
累
条
例
、
広
島
県
大
竹
市

住
民
投
票
条
例
。
野
口
•
前
掲
論
文
（
『
地
方
自
治
職
員
研
修
』
）
、
九
一
二
頁
の
表

1

、
並
び
に
、
各
市
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
参
照
。

(13) 
Cf. T
h
o
m
a
s
 E. C
r
o
n
i
n
,
 Direct D
e
m
o
c
r
a
c
y
:
 
T
h
e
 Politics o
f
 Initiative, 
R
e
f
e
r
e
n
d
u
m
,
 a
n
d
 Recall, H
a
r
v
a
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 

1
9
8
9
,
 
p. 
6
7
.
 

L
a
w
r
e
n
c
e
 L
e
D
u
c
,
'
＾
 

R
e
f
e
r
e
n
d
u
m
s
 a
n
d
 elections: 
H
o
w
 d
o
 c
a
m
p
a
i
g
n
s
 differ? 
," 
D
a
v
i
d
 M. Farrell et 
al., 
D
o
 Poli ,
 

tical 
C
a
m冷
a
i
g
n
s
M
a
t
ざ
心
:
C
a
m
p
a心
;n
Effects 
in 
Elections 
a
n
d
 R
e
f
e
r
e
n
dミ
ms,
R
o
u
t
l
e
d
g
e
,
 
2
0
0
2
,
 
pp. 
1
4
5ー

1
6
2
.

L
a
w
r
e
n
c
e
 

L
e
d
u
c
,
'
＾
 
O
p
i
n
i
o
n
 c
h
a
n
g
e
 a
n
d
 v
o
t
i
n
g
 b
e
h
a
v
i
o
u
r
 in 
r
e
f
e
r
e
n
d
u
m
s
,
"
 E
u
r
o
p
e
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 Political Research, Vol. 4
1
,
 2
0
0
2
,
 
pp. 

711ー

7
3
2
.

T
h
o
m
a
s
 Christin, S
i
m
o
n
 H
u
g
 a
n
d
 P
a
s
c
a
l
 Sciarini, 
"Interests a
n
d
 i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 in r
e
f
e
r
e
n
d
u
m
 v
o
t
i
n
g
 "
 A
n
 analysis 

of S
w
i
s
s
 voters," 
E
u
r
o
p
e
a
n
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 Political Research, Vol. 4
1
,
 2
0
0
2
,
 
pp. 7
5
9
-
7
7
6
.
 

(14)

『
朝
日
新
聞
』
二

0
0
三
年
六
月
一
五
日
付
大
阪
本
社
版
朝
刊
参
照
。

(15)

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
『
民
意
と
決
断
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
間
題
と
名
護
市
民
投
票
」

照。
浮
谷
次
郎
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
4
滋
賀
県
米
原
町

関
法

第
五
四
巻
四
号

永
住
外
国
人
も
参
加
し
て
合
併
間
題
め
ぐ
り
住
民
投
票
」
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、 一

八
一
九
九
八
年
）
、
七
二
—
七
六
頁
参

（
七
九
八
）

一
三
号
、
ニ



は
散
発
的
で
あ
り
ケ
ー
ス
数
も
多
く
な
く
、

し
、
そ
れ
ら
制
度
デ
ザ
イ
ン
の
論
点
に
つ
い
て
の
私
見
も
述
べ
た
。

0
0
二
年
五
月
、
四
一
頁
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
欄
「
村
西
町
長
に
聞
く
」
内
の
村
西
俊
雄
町
長
の
コ
メ
ン
ト
参
照
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
個
別
具
体
的
な
事
業
や
政
策
に
つ
い
て
の
意
思
を
直
接
住
民
に
問
う
形
の
政
策
型
住
民
投
票
へ
の
投
票

参
加
の
現
状
に
つ
い
て
、
住
民
の
関
心
が
薄
く
投
票
参
加
が
乏
し
く
投
票
率
が
低
い
事
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
問
題

関
心
か
ら
出
発
し
、
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
原
因
の
解
明
を
目
的
と
し
て
、
住
民
投
票
へ
至
る
プ
ロ
セ
ス
、
特
に
住
民
投
票
条
例

の
請
求
提
案
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
違
い
に
着
目
し
、
中
で
も
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
が
低
投
票
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
立

て
、
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に
、
回
帰
分
析
で
投
票
率
の
要
因
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
実
施
事
例
の
デ
ー
タ
と
今
回
検
討
し
た
条
件
下
で
は
、
首
長
提
案
に
よ
る
実
施
は
、
議
員
提
案
や
直
接
請
求
の
場

合
に
比
べ
、
約
四
・
六
ー
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
平
均
投
票
率
が
低
い
と
い
う
推
定
結
果
が
得
ら
れ
、
上
記
の
仮
説
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
結
果
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
分
析
結
果
か
ら
離
れ
、
現
在
の
仕
組
み
に
お
け
る
首
長
提
案
や
将
来

の
制
度
に
お
け
る
首
長
発
議
の
問
題
性
に
関
し
て
懐
疑
的
に
議
論
し
た
。
ま
た
、
付
随
的
に
、
そ
の
他
の
制
度
的
条
件
に
つ
い
て
も
考
察

最
後
に
、
本
稿
の
限
界
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
本
稿
は
標
本
調
査
で
は
な
く
全
数
調
査
で
あ
る
が
、
実
施
ケ
ー
ス

点
で
デ
ー
タ
上
の
偏
り
と
制
約
が
あ
り
、
本
稿
は
そ
う
し
た
制
限
つ
き
の
現
状
分
析
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
首
長
提

案
に
よ
る
実
施
が
低
投
票
率
と
な
る
原
因
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
推
測
の
範
囲
内
で
あ
り
、
明
確
な
結
論
を
得
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

政
篠
型
住
民
投
票
の
投
票
率

一
方
で
、
公
的
に
集
計
さ
れ
て
お
ら
ず
筆
者
の
調
査
漏
れ
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
こ
れ
ら
の

五

お

わ

り

に
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第
五
四
巻
四
号

れ
た
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
施
後
段
階
の
分
析
と
し
て
、
投
票
方
向
に
関
す
る
分
析
、

（八
0
0
)

住
民
投
票
の
投
票
参
加
の
全
体
像
に
つ
い
て
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
本
稿
が
扱
っ
た
集
計
デ
ー
タ
に
よ
る
投
票
率
の
分
析
の
み

な
ら
ず
、
全
国
に
点
在
す
る
実
施
自
治
体
の
投
票
資
格
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
分
析
や
、
多
く
の
ケ
ー
ス
の
事
例
研
究

、
、
、
、
、

そ
し
て
、
本
稿
の
分
析
対
象
は
、
当
然
な
が
ら
、
現
状
の
仕
組
み
に
お
い
て
住
民
投
票
が
実
施
で
き
た
ケ
ー
ス
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う

点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
数
多
く
の
、
住
民
投
票
条
例
案
が
否
決
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
な

い
。
実
施
前
段
階
の
分
析
と
し
て
、
投
票
か
棄
権
か
以
前
の
、
条
例
可
決
か
否
決
か
、
実
施
か
未
実
施
か
に
つ
い
て
の
要
因
分
析
が
残
さ

つ
ま
り
、
選
択
肢
別
の
得
票
率
の
分
析
、
そ

し
て
、
投
票
結
果
の
尊
重
・
遵
守
·
実
施
•
制
裁
の
過
程
の
分
析
も
、
政
策
過
程
と
し
て
の
政
策
型
住
民
投
票
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る

上
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

と
の
相
互
補
強
が
必
要
で
あ
る
。

関
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